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■大阪教育大学スクールリーダー・プロジェクト（SLP）  大脇康弘 林龍平 大仲政憲 小山将史　　■大阪府教育委員会 教育振興室高等学校課 学校経営支援グループ
■大阪市教育委員会 総務部総務課 企画グループ

スクールリーダー・フォーラム事務局

スクールリーダーの学びの場スクールリーダーの学びの場
第１２回　スクールリーダー・フォーラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大阪教育大学・大阪府教育委員会・大阪市教育委員会合同プロジェクト

SLF12

日　時　
2012（平成24）年11月24日（土）10:30～17:30 （開場は10:00）

場　所　
大阪教育大学 天王寺キャンパス　ミレニアムホール、２１4教室他

対象者　
大阪府内の学校に勤務する教職員、行政職員、および大学研究者

定　員　
５０名（事前申込制）　

参加費　
無　料

アクセス　
大阪教育大学天王寺キャンパス
〒543-0054　大阪市天王寺区南河堀町4-88　TEL（06）6775-6611
ＪＲ天王寺駅、地下鉄天王寺駅、近鉄大阪阿部野橋駅下車、約650ｍ
ＪＲ寺田町駅下車、約400ｍ

大 会 概 要
  次の内容を明記の上、E-mailにて個別にお申し込み下さい。
　１．名前、勤務校、職位、電話番号、E-mailアドレス
　２．弁当の注文（600円程度、当日徴収）の有無
　３．自己紹介文（200字程度）

  申込先： 下記のメールアドレスへお送り下さい。
　件名は「SLF12参加申込」 大阪教育大学総務企画課総務広報係
　E-mail: soumuka@bur.osaka-kyoiku.ac.jp

  申込締切日

　2012（平成24）年11月14日（水）必着
  参加の可否
　参加の可否は、申込受付後10日以内にE-mailにてご連絡します。
　定員に達し次第、締め切らせていただきます。なお、参加者は
　メール送付されるフォーラム冊子と基本文献に目を通してください。

申 込 方 法

第一部
10:30～12:30

ミレニアムホール
司会:　湯峯 郁子 （大阪府教育委員会）

第二部
13:30～17:30

２１4教室
司会:　仲村 顕臣 （大阪市教育委員会）

プログラム PROGRAM

10:30 開会あいさつ　
 栗林 澄夫 （大阪教育大学理事・副学長）
 川村 幸治 （大阪府教育委員会教育監） 
 沼守 誠也 （大阪市教育委員会教育次長）

10:45 基調講演　
 実践コミュニティにおけるスクールリーダーの学び 
 ―実践知と理論知の架橋―
 寺岡 英男 （福井大学理事・副学長）

11:35 休憩

11:45 基調講演　
 スクールリーダーの学びの場を創る 
 ―理論知と実践知の対話―
 大脇 康弘 （大阪教育大学教授）

12:30 昼食・休憩

日  時

２０１２(平成２４）年

１１月２４日（土）

場  所

大阪教育大学 
天王寺キャンパス

形  態

ラウンドテーブル型
（語りと傾聴による学び合い）

―理論知と実践知の対話―

13:30 ラウンドテーブル
 スクールリーダーの学びを省察する
 （160分20/60/10/60/10）  
 大阪教育大学夜間大学院生、福井大学教職大学院生
 （在学生・修了生）各６名。 ６人前後のグループ構成で、スクール
 リーダー２名 （各60分）が自らの学びを語り、傾聴し、省察します。

16:10 休憩
 
16:25 全体報告会　　　　　
 小山 将史（堺市立堺高校（定）教頭）　
 木原 俊行（大阪教育大学教授）
 中西 正明（大阪市教育委員会指導主事）  
 
16:55 総括講演　
 スクールリーダーの学び ―大阪と福井を起点に―
 冨田 福代（大阪教育大学教授）
 
17:25 閉会あいさつ
 津田 仁（大阪府教育委員会教育振興室長）
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第 12回スクールリーダー・フォーラムの趣旨
大阪教育大学と大阪府教育委員会・大阪市教育委員会は「連携

協力の協定書」に基づいて、学校を支援しスクールリーダーの「学
びの場」を創り出すために、2002 年度以降スクールリーダー・
フォーラム（SLF）を開催してきました。

第 12 回フォーラムは、スクールリーダーの学びについて考え
ます。スクールリーダーの学びの実像を捉え、「理論知と実践知
の対話」にまで論及していきたいと考えます。

なお、このフォーラムでいうスクールリーダーは「学校づくり
の中核を担う教職員」で、校長、教頭、主幹教諭（首席）、指導教諭、
主要な主任、事務長などを含みます。

フォーラムが対象とする第一の学びは、大阪の「フォーラム―
夜間大学院ブリッジ」方式です。スクールリーダー・フォーラム
は理論・政策・実践の連関と実践深化を図るもので、多くのスクー
ルリーダーが参加し研究討議を重ねてきました。また、大阪教育
大学大学院実践学校教育専攻（夜間大学院）は「働きながら学ぶ」
スタイルで、理論的基盤を確かめながら実践的指針を探究するこ
とを基本にしています。すなわち実践的研究力（修士論文）と実
践的指導力の「２兎」を追うハイブリッド型夜間大学院です。こ
の両者は「学び続けるスクールリーダー」から支持されて、大阪
で独自の発展を遂げてきました。

第二の学びは、福井の「学校拠点―大学院拡張」方式です。福
井大学教職大学院は拠点校で学校づくり・授業づくりの改革に協
働して取り組むことを基本においています。教職大学院ではその
取組を「実践―省察―再構成のサイクル」で学習を深め、長期実
践報告としてまとめていきます。ここでは、教師が互いの実践知・
物語知を織りなして、自らの教職アイデンティティを深めること
と、授業改善・学校改善を相即的に探究しています。組織学習と
世代継承サイクルを組み込んだ実践コミュニティの形成をめざし
ています。

今回のフォーラムは、福井大学と大阪教育大学との交流連携を
ふまえて開催されます。そして、スクールリーダー院生（在学生・
修了生）が主役として登場します。スクールリーダーが自らの学
びをじっくり語り、参加者が傾聴することを通して、互いにスクー
ルリーダーの学びについて理解を深めていきます。

ラウンドテーブル	
「スクールリーダーの学びを省察する」の運営について
語りと傾聴による学び合うコミュニティの形成

６人前後の小グループ編成で行います。報告者はスクールリー

ダーとして大学院や学校現場でどのように学んできたのか、大学院
進学の動機、大学院での学習の刺激ととまどい、学びと実践の関わ
り、学友との交流、学びの壁などについて、事例とエピソードを交
えてじっくり語ります。参加者は語られる展開に耳を傾け、活動の
場面を共有し、学びの実践を共に探究することをめざします。

①  時間配分 160 分： 司会者発題・自己紹介 20、報告Ａ 60、
休憩 10、報告Ｂ 60、まとめ 10

②  グループ編成： 現職教員院生・大学教員（大阪および福井）、
教育委員会職員など６名前後、大会当日に発表予定

③  役割分担： 司会１、報告 2、タイムキーパー 1、書記（レポー
ト作成）１

④  報告者は、フォーラム報告書のレポートと当日配布資料（10
部用意、2 部は受付に提出）を準備し、それを基にじっくり
語ります。報告者は振り返り、物語り、話し合う過程で学
びの実践を整理し、気づきがあり、新たな問いが見えてき
ます。

⑤  参加者は、報告者の語りを傾聴し、その内容を深めたり広
げたりするために、問いかけ、話題提供、話し合いに参画
します。事務局より事前に送付される文書を読んで、スクー
ルリーダーの学びについて事前学習して下さい。

⑥  司会者は、ファシリテーターとして、メンバーの学び合い
が深まるよう適切な方向付け、問題整理、助言を行います。

まずは、ラウンドテーブルという学びの様式を体験してみま
しょう。

ラウンドテーブル　参加予定者（敬称略）
福井大学�教職大学院　教員：寺岡英男、森　透、津田由起枝、
川上純朗、山下忠五郎、濱口由美　院生：Ｍ２　遠藤正宏（丸岡
南中）、中谷忠裕（至民中）、赤城美紀（嶺南教育事務所）、　修了
生　知場克幸（嶺南教育事務所・前美浜中）、渡邊朋重（丸岡南中）、
高橋和代（福井県教育委員会、前福井大学附属中）
大阪教育大学�夜間大学院　教員：大脇康弘、林　龍平、木原俊行、
森　均 （非）、冨田福代 * 他　院生：Ｍ２ 小山将史（堺市立堺高
校（定））、西川　潔（奈良県御所市立葛城小）、浜崎仁子（和泉市
立光明台南小）、修了生　磯島秀樹（甲子園短期大学、前八尾市立
用和小）、廣瀬よし子（幾央大学、前天理市立櫟本小）、太田洋子（伊
丹市立東中、SLF 参加 *）他
大阪府教育委員会・大阪府教育センター　湯峯郁子、浦　展諭、
伊藤範子、片山　造、恩知理加、野田健司
大阪市教育委員会・大阪市教育センター　飯田明子、仲村顕臣、
中西正明、泉野泰久、高尾祐彦、赤石美保子

スクールリーダーの学びの場 ―理論知と実践知の対話―

フォーラム講演者Profile

寺岡　英男	（Teraoka,�Hideo）
福井大学理事（教育・学生担当）・副学長

大脇　康弘	（Owaki,�Yasuhiro）
大阪教育大学教育学部教授

冨田　福代		（Tomita,�Fukuyo）
大阪教育大学教職教育研究センター教授

福井大学教職開発専攻（教職大学院）教授兼任。教
育方法、教師教育の実践的研究に関わる。福井大
学の教員と協働で、学校をベースにした教員の力
量形成と学校改革に取組み、教職大学院設置以降
はその仕組みを活用した事業を展開している。日
本教育方法学会理事、日本臨床教育学会理事。共
著書に『物理教授法の研究』北大図書刊行会、『教
師教育改革のゆくえ』創風社、『リテラシーと授業
改革』図書文化

教育経営学・教師教育学専攻。学校マネジメント
の理論・政策・実践を総合的に研究する。スクー
ルリーダー・プロジェクト（SLP）を組織し、大学
と教育委員会が連携して学校を支援しスクール
リーダーを育成する事業を展開する。日本教育経
営学会「実践研究賞」受賞。日本教育経営学会理事、
日本教育制度学会理事。編著書に『学校をエンパ
ワーメントする評価』ぎょうせい、『学校評価を共
に創る』『学校を変える授業を創る』学事出版。

専門はカリキュラム、教師教育、イギリス教育。
教職専門性をテーマに、日本とイギリスの教師教
育を比較研究。文部科学省「大学設置・学校法人
審議会」専門委員（2008～ 2010）、大阪府教育委
員会「評価委員会」委員（2008～ 2009）、大阪市
教育委員会「大阪市教育振興基本計画策定有識者会
議」委員（2012）他。共著書に『世界の教員養成Ⅱ�
欧州オセアニア編』日本教育大学協会、2005.『確
かな学力と豊かな学力』ミネルヴァ書房、2007.
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存
在
が
益
々
重
大
に
な
っ
て
き
て
い
る
現

在
、「
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を

は
じ
め
と
す
る
リ
ー
ダ
ー
育
成
へ
の
取
組
が
、

さ
ら
に
充
実
・
拡
大
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

 

（
前
大
阪
府
教
育
委
員
会
教
育
監
）

経
験
す
る
こ
と
で
消
え
去
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な

ら
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
当
日
は
、
休
日
に
も
か
か
わ

ら
ず
多
く
の
教
育
関
係
者
が
参
加
し
、
本
当
に

熱
心
に
実
践
発
表
や
研
究
協
議
が
行
わ
れ
て
い

た
か
ら
で
す
。我
が
大
阪
の
教
育
関
係
者
の「
熱

さ
」に
感
動
さ
え
覚
え
ま
し
た
。
ま
た
、フ
ォ
ー

ラ
ム
の
講
師
と
し
て
お
招
き
す
る
先
生
方
が
日

本
有
数
の
研
究
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
驚
き
ま

し
た
。

２
０
１
０
年
か
ら
始
ま
っ
た「
ケ
ー
ス
・
メ

ソ
ッ
ド
」
の
研
究
は
、
私
は
全
く
未
経
験
の
も

の
で
、
新
た
な
学
び
の
手
法
に
私
自
身
の
視
界

が
広
が
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
10
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
登
壇
し
て

い
た
現
職
の
大
学
院
生（
当
時
）
が
本
年
度
よ

り
私
が
勤
務
す
る
学
校
の
教
員
と
し
て
着
任

し
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
経
験
を
活
か
し
、
学
校

づ
く
り
に
参
画
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
は
、
私

と
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
の
ご
縁
の
深
さ
を
表
し
て
い

る
と
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
発
足
時
か
ら
の
一
貫
し
た
理
念
の
も

と
、
多
様
な
取
組
に
挑
戦
さ
れ
、
大
阪
の
教
育

関
係
者
の
学
び
の
場
と
し
て
、
ま
す
ま
す
発
展

さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
願
い
、
第
12
回
目
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
並
び
に
受
賞
の
お
祝
い

と
い
た
し
ま
す
。

 （
前
大
阪
市
教
育
委
員
会
施
策
調
整
担
当
課
長
）

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
思
い

 

近
畿
大
学
教
職
教
育
部
教
授　
田
中　
保
和

　

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
の
出
会
い

�

大
阪
市
立
新
森
小
路
小
学
校
長　
横
田　
隆
文

ⅲ



School Leaders Forum21

「
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｓ

Ｌ
Ｆ
）」が
10
年
に
わ
た
っ
て
継
続
発
展
し
、
多

く
の
学
校
関
係
者
と
学
校
経
営
研
究
者
に
豊
か

な
知
見
を
も
た
ら
し
て
き
た
こ
と
を
、
創
設
時

ス
タ
ッ
フ
の
一
人
と
し
て
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
Ｓ
Ｌ
Ｆ
は
、
大
阪
の
学
校
づ
く
り
実
践
の

支
援
と
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
の
基
盤
開

発
の
二
つ
の
目
的
に
向
け
て
、「
丁
寧
に
つ
く

ら
れ
た
」
研
究
協
議
の
場
で
す
。
私
は
Ｓ
Ｌ
Ｆ

の
運
営
に
参
加
し
て
、
こ
の「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
大
き
く
二
つ
の
顕
著
な
特
徴
を
備
え
て
い
る

と
感
じ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
は
、「
協
働
性
」の
高
さ
で
す
。
Ｓ

Ｌ
Ｆ
は
、
毎
回
特
定
の
テ
ー
マ（
学
校
づ
く
り

施
策
や
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
方
法
）
を
取

り
あ
げ
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
テ
ー
マ
・
協

議
形
態
の
企
画
か
ら
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
当
日
の
運

営
と
評
価
に
至
る
ま
で
、大
教
大・教
委
ス
タ
ッ

フ
の
共
同
作
業
で
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
企
画
を

め
ぐ
っ
て
時
に
激
論
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
は「
学
校
・
教
委
・
大
学
関
係
者
の

対
等
・
率
直
な
意
見
交
換
の
場
を
創
る
」
妥
協

の
な
い
努
力
の
象
徴
で
あ
り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
当

日
に
そ
の
よ
う
な
研
究
協
議
が
展
開
で
き
た
と

き
の
高
揚
感
は
、
今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
Ｓ
Ｌ
Ｆ
の
場
づ
く
り
に
お
い

て
、「
時
間
軸
」の
発
想
を
重
視
し
て
い
る
点
で

最
近
、
大
阪
教
育
大
学
の
夜
間
大
学
院
の

先
生
方
と
福
井
大
学
教
職
大
学
院
の
私
た
ち
と

が
一
緒
の
場
で
、
い
ろ
い
ろ
と
交
流
す
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
第
1
回
目
は
、
昨
年
9
月
の

福
井
大
学
で
開
催
し
た
日
本
教
師
教
育
学
会
で

し
た
。
大
会
テ
ー
マ
を「
教
師
の
専
門
職
と
し

て
の
力
量
形
成
を
支
え
る
学
習
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（professional learning  com
m

unities

）

と
大
学
の
役
割
―
大
学
と
学
校
と
の
協
働
研
究

の
展
望
を
探
る
―
」
と
し
ま
し
た
の
は
、
教
師

教
育
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
を
示

し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
が
、
２
０
０
１
年
度
か

ら
大
学
院
に
夜
間
主
の
大
学
院（｢

学
校
改
革

実
践
研
究
コ
ー
ス｣

）
を
創
設
し
学
校
を
ベ
ー

ス
に
し
た
実
践
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
２
０
０
８
年
度
に
出
発

し
た
教
職
大
学
院
も
規
模
は
大
き
く
な
り
ま
し

た
が
、
基
本
的
に
同
じ
考
え
方
で
取
り
組
ん
で

き
て
い
ま
す
。
学
校
の
先
生
方
と
協
働
し
て
学

校
の
課
題
を
考
え
る
、
実
践
を
省
察
す
る
、
新

た
な
展
望
を
探
る
と
い
う
こ
と
を
、
学
び
あ
い

な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
パ
ネ
リ
ス
ト
を
大
脇
康
弘
先
生
に
お
願
い

し
、
大
阪
教
育
大
学
の
取
組
み
を
ご
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。
学
会
の
中
で
、
両
大
学
の
大
学

院
に
入
学
さ
れ
て
い
る
現
職
の
先
生
方
と
の
交

流
も
実
現
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
は
、
こ
の
昨
年
の
学
会
で
の
出
会
い
が

両
大
学
の
交
流
の
出
発
点
と
い
う
印
象
を
持
っ

す
。
Ｓ
Ｌ
Ｆ
は
単
発
の
イ
ベ
ン
ト
に
留
ま
る
も

の
で
な
く
、
事
前
準
備（
事
例
校
と
の
協
議
・

支
援
や
全
報
告
者
で
の
報
告
書
作
成
）、
事
後

の
交
流（
事
例
校
の
継
続
調
査
や
一
般
参
加
者

の
依
頼
に
よ
る
支
援
）
ま
で
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
媒
介
に
学
校
と
大
学
の

継
続
的
な
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

Ｓ
Ｌ
Ｆ
で
は「
実
践
に
裏
打
ち
さ
れ
た
学
校
づ

く
り
の
知（
考
え
方
と
技
法
）」を
数
多
く
産
出

し
て
き
た
と
思
い
ま
す（
Ｓ
Ｌ
Ｆ
各
回
の
報
告

書
や
公
刊
物
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。ま
た
、「
時

間
軸
」を
大
切
に
す
る
Ｓ
Ｌ
Ｆ
の
在
り
よ
う
は
、

事
例
校
の
中
核
的
リ
ー
ダ
ー
に
育
ち
つ
つ
あ
る

教
員
と
大
学
研
究
者
の
長
期
的
な
交
流
も
可
能

に
し
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
方
法
の
開
発

に
も
有
益
な
ヒ
ン
ト
を
も
た
ら
し
て
く
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す（
以
上
の
Ｓ
Ｌ
Ｆ
の
特
質
は
、

当
時
若
手
学
校
経
営
研
究
者
と
し
て
Ｓ
Ｌ
Ｆ
に

参
加
し
て
い
た
私
の
力
量
形
成
を
強
く
支
援
す

る
も
の
だ
っ
た
と
現
在
も
実
感
し
て
い
ま
す
）。

今
夏
公
表
さ
れ
た
中
教
審
答
申
に
よ
り
、
日

本
の
教
員
養
成
・
採
用
・
研
修（
ス
ク
ー
ル
リ
ー

ダ
ー
育
成
を
含
む
）
は
大
き
な
画
期
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
状
況
に
お
い
て
、
今

回
の
Ｓ
Ｌ
Ｆ
で
新
た
な
時
代
を
切
り
拓
く
指
針

と
な
る
ア
イ
デ
ア
が
紡
が
れ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

（
前
大
阪
教
育
大
学
）

て
い
ま
す
。
第
2
回
目
は
昨
年
11
月
開
催
の
第

11
回
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

し
た
こ
と
で
し
た
。
多
く
の
刺
激
を
受
け
て
福

井
に
帰
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
第
3
回
目
は
、
今
年
8
月
の
福
井

大
学
で
の
集
中
講
座
に
大
阪
か
ら
3
人
の
現
職

の
先
生
方
が
お
忙
し
い
に
も
関
わ
ら
ず
一
日
だ

け
参
加
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
で
す
。
集
中
講
座

の
テ
ー
マ
は「
理
論
と
実
践
の
架
橋
を
探
る
」

で
す
。
私
た
ち
の
大
学
院
は
学
校
を
ベ
ー
ス
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
多
忙
な
先
生
方
が
ご
自

身
の
実
践
を
省
察
し
次
へ
の
展
望
を
見
通
す
こ

と
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
、
同
時
に
理
論
書
を

手
が
か
り
に
院
生
た
ち
が
自
身
の
実
践
を
再
構

成
・
再
構
築
す
る
こ
と
の
支
援
を
し
た
い
と
い

う
思
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
小
グ
ル
ー
プ
で
院

生
た
ち
が
お
互
い
の
実
践
を
語
り
傾
聴
す
る
中

で
、
実
践
の
重
み
や
深
み
、
そ
し
て
そ
の
実
践

を
捉
え
る
枠
組
み
な
ど
を
協
働
し
て
学
ん
で
き

て
い
ま
す
。
2
年
間
の
最
後
に
は「
長
期
実
践

研
究
報
告
」と
い
う
形
で
実
践
を
ま
と
め
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
福
井
の
や
り
方
に
つ
い
て
、
参
加

さ
れ
た
大
阪
の
先
生
方
か
ら
は
、
福
井
の
取
り

組
み
に
共
感
し
つ
つ
、
理
論
と
実
践
に
つ
い
て

の
捉
え
方
に
つ
い
て
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
さ
ら
に

お
互
い
の
実
践
研
究
に
つ
い
て
深
い
交
流
が
で

き
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｌ
Ｆ
の「
学
び
の
場
」が
も
つ
特
性
と
可
能
性

	

―
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
画
期
を
迎
え
て
―
　

 

兵
庫
教
育
大
学
准
教
授　
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阪
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学
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出
会
い
と
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び
合
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スクールリーダーの
学習コミュニティ

大阪教育大学 天王寺キャンパス
スクールリーダー・フォーラム事務局

　　　　slp0303@cc.osaka-kyoiku.ac.jpE-mail

大学・学校・教育委員会のコラボレーション

大阪の「フォーラム―夜間大学院ブリッジ」方式

大阪教育大学 夜間大学院の特徴

働きながら学ぶ学習スタイル1
教育課題に立ち向かう「理論知と実践知の対話」2
学校をかじ取りするスクールリーダーシップ育成3
現職教員と大学教員との協同学習4
インターンシップによる校長体験・行政体験5
教師の学習コミュニティの形成6
大学と教育委員会・学校のコラボレーション7

福井の「学校拠点―大学院拡張」方式

福井大学 教職大学院の特徴

教師の「専門的力量」の養成1
大学教員が学校に出向く「学校拠点方式」2
「実践→省察→再構成」サイクルによる理論と実践の融合3
若手と現職の二コースと学び合い4
拠点校での協働実践と大学院での対象化5
２年間にわたる長期実習6
福井県一丸となった協力体制7

スクールリーダー・フォーラム事業は日本教育経営学会「実践研究賞」を受賞しました。この事業の企画
運営・実施にあたって、大阪府教育委員会、大阪市教育委員会、大阪府下市町村教育委員会、学校教職員、
大学教職員、大阪教育大学事務局、印刷会社に所属する多くの方々から多大なご協力とご支援をいただき
ました。ここに記して深甚の感謝を申し上げます。

お 礼

ス ク ー ル リ ー ダ ー 教 育 の 様 式
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概
要大

阪
の
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
は
、
ス

ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の「
学
び
の
場
」（
フ
ォ
ー
ラ

ム
）を
創
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
き
た
。ス
ク
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
が
出
会
い
、
つ
な
が
り
、
協
同
す

る
た
め
の「
広
場
」
こ
そ
が
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー

ダ
ー
が
学
び
育
つ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー（
孵
卵

器
）
に
な
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
第
一
に
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
を
立
ち

上
げ
、
大
学
と
教
育
委
員
会
が
連
携
し
て
持
続

的
に
開
催
し
て
き
た
。
第
二
に
、
大
阪
教
育
大

学
の
夜
間
大
学
院
は
現
職
教
員
が「
働
き
な
が

ら
学
ぶ
場
」
と
し
て
創
設
さ
れ
た
が
、
ス
ク
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
が
学
校
づ
く
り
を
理
論
的
・
実
践

的
に
学
べ
る
よ
う
授
業
科
目
を
新
増
設
し
、
ス

ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
コ
ー
ス
を
含
む
三
コ
ー
ス

制
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は「
教
師
教
育
の
高
度

化
・
重
点
化
」
を
図
る
も
の
で
、
教
職
大
学
院

の
趣
旨
を
組
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

夜
間
大
学
院
は
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
の
様

式
に
お
い
て
異
な
る
が
、
目
標
を
共
有
し
影
響

し
あ
い
な
が
ら
、
大
阪
の
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー

教
育
を
形
づ
く
っ
て
き
た
。
両
者
の
共
通
点
は

第
一
に
、
学
校
づ
く
り
の
中
核
を
担
う
ス
ク
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
が
参
画
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二

に
、
理
論
知
と
実
践
知
の
対
話
を
基
本
軸
に
据

え
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー

ダ
ー
の
学
び
の
場
は
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
時

空
間
と
し
て
形
成
し
、
知
識
創
造
に
つ
な
げ
る

よ
う
創
意
工
夫
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
て
大
阪
の
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育

は「
フ
ォ
ー
ラ
ム
―
夜
間
大
学
院
ブ
リ
ッ
ジ
方

式
」
と
い
う
べ
き
特
徴
を
備
え
て
き
た
。
こ
こ

で
は
、
そ
の
基
本
的
な
枠
組
と
到
達
点
を
整
理

し
、
そ
の
認
識
論
的
基
礎
で
あ
る
理
論
知
と
実

践
知
の
対
話
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
⑴
。

1	

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
学
び

⑴	

実
践
の
世
界
か
ら
学
び
の
世
界
へ

安
田
淳
子
先
生（
48
歳
、
仮
名
）
は
小
学
校

教
頭
と
し
て
多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
い
る
が
、

今
春
か
ら
夜
間
大
学
院（
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー・

コ
ー
ス
：
Ｓ
Ｌ
Ｃ
）
に
入
学
し
、
火
曜
と
木
曜

の
夜
間
、
そ
し
て
土
曜
午
後
に
天
王
寺
キ
ャ
ン

パ
ス
に
通
学
し
て
い
る
。
働
き
な
が
ら
学
ぶ
生

活
は
、
心
身
共
に
超
ハ
ー
ド
で
あ
る
が
、
学
び

の
新
鮮
さ
と
学
友
に
恵
ま
れ
て
充
実
し
て
い

る
。彼

女
は
、
小
学
校
教
諭
と
し
て
4
校
22
年
間

勤
め
、
理
科
教
育
や
特
別
支
援
教
育
に
力
を
注

い
で
き
た
。
向
陽
小
学
校
で
教
務
主
任
を
し
て

い
る
時
に
、
当
時
の
校
長
に
勧
め
ら
れ
て
教
頭

試
験
に
挑
戦
し
2
回
目
で
合
格
、
教
頭
と
し
て

の
キ
ャ
リ
ア
は
2
校
4
年
目
で
あ
る
。

女
子
教
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
、
尊
敬

す
る
先
輩
が
教
頭
で
あ
り
な
が
ら
夜
間
大
学
院

大
阪
型
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
の
構
築

	

―
フ
ォ
ー
ラ
ム
―
夜
間
大
学
院
ブ
リ
ッ
ジ
方
式
―
　
　
大
阪
教
育
大
学
教
授　
大
脇　
康
弘
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で
生
き
生
き
と
学
ん
で
い
る
様
子
を
聞
い
て
い

た
の
で
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー・セ
ミ
ナ
ー（
Ｓ

Ｌ
Ｓ
）
の
案
内
が
教
育
委
員
会
か
ら
送
付
さ
れ

た
の
を
み
て
、
早
速
申
し
込
ん
だ
。
こ
の
セ
ミ

ナ
ー「
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
学
習
入
門
」
は
、
月

１
回
土
曜
午
後
に
全
４
回
開
催
さ
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド（
事
例
討
議
法
）

と
は
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
で
主
要

な
教
育
方
法
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は

ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
。
第
１
回
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
す
る
と
、
受
講
者
は
36
名
で
、
校
長
・

教
頭
が
半
数
を
占
め
て
い
た
。
事
前
課
題
と
し

て
ケ
ー
ス
教
材
を
読
ん
で
自
分
が
ケ
ー
ス
の
当

事
者
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
に
意
思
決
定
す
る
か

を
考
え
る
宿
題
が
あ
っ
た
。
当
日
の
グ
ル
ー
プ

討
議
、
ク
ラ
ス
討
議
で
は
、
自
分
が
つ
い
て
い

け
る
か
と
の
不
安
を
抱
い
て
い
た
が
、
参
加
者

同
士
で
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
る
中
で
、
思
わ

ず
発
言
し
て
い
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
夜
間
大
学
院
生
も
参
加

し
て
お
り
、
彼
ら
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。
夜
間
大
学
院
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
Ｈ
Ｐ
を

み
て
、
自
分
も
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
学

び
に
挑
戦
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
夜
間
大
学
院
の
説
明
会
・
公
開
授
業

に
参
加
し
て
決
意
を
固
め
、
入
学
試
験
の
た
め

に
小
論
文
の
練
習
、
研
究
計
画
書
の
作
成
を
行

い
、無
事
大
学
院
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

所
属
校
の
校
長
が
支
持
し
て
く
れ
た
の
で
、
教

育
委
員
会
の
承
諾
も
無
事
得
ら
れ
た
。

夕
方
、
学
校
の
勤
務
を
終
え
る
と
、
安
田
先

生
は
電
車
に
飛
び
乗
っ
て
夜
間
大
学
院
に
向
か

う
。
電
車
は
座
れ
て
一
息
、
早
速
テ
キ
ス
ト
に

目
を
通
す
。
近
頃
す
っ
と
頭
の
切
替
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
今
日
は
、
緊
急
の
保
護
者
対

応
が
入
り
、
授
業
に
遅
刻
せ
ざ
る
を
え
な
い
と

考
え
て
い
た
が
、
比
較
的
落
ち
着
い
て
話
し
合

い
が
で
き
た
の
で
、
校
長
に
報
告
し
て
、
い
つ

も
通
り
学
校
を
出
た
。大
学
の
正
門
を
入
る
と
、

「
学
び
の
空
間
」
が
待
っ
て
い
る
。
夜
間
大
学

院
は
実
践
の
世
界
と
地
続
き
で
は
あ
る
が
、
理

論
と
い
う
視
点
・
枠
組
を
意
識
し
な
が
ら
現
実

を
リ
ア
ル
に
考
え
て
い
く
場
で
あ
り
、
そ
の
土

俵
で
自
分
た
ち
の
実
践
や
問
題
意
識
を
相
対
化

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
教
授
は
、
実

践
的
研
究
力
と
実
践
的
指
導
力
の
二
つ
を
追
求

し
よ
う
と
い
う
が
、
こ
れ
は
容
易
で
は
な
い
。

こ
の
夜
間
大
学
院
は
、
理
論
の
世
界
と
実
践
の

世
界
を
つ
な
ぎ
交
流
す
る
た
め
に「
第
三
の
学

び
の
場
」を
創
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
。

そ
の
た
め
に
、
大
学
の
正
門
で「
実
践
の
世
界

か
ら
学
び
の
世
界
へ
」
頭
を
切
り
換
え
る
こ
と

が
大
事
で
す
よ
、
と
教
授
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
た
の
だ
と
思
う
。

⑵	

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
の
授
業

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
に
関
係
す
る
授
業

科
目
に
は
、
学
校
経
営
の
思
想
と
原
理
を
問
う

「
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
」、
学
校
づ
く
り
の
理

論
・
政
策
・
実
践
の
事
例
研
究「
学
校
評
価
」、

学
校
づ
く
り
の
実
践
事
例
を
検
討
し
構
想
す
る

「
学
校
づ
く
り
」、
実
務
体
験
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
行
う「
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」、
学
校
の
組
織
開
発
力
を
培
う「
ス

ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
実
践
論
」、
大
学
と
教
育
委

員
会
と
の
連
携
で
考
え
る「
大
阪
の
学
校
づ
く

り
」
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
は
、
内
容
領

域
で
は
な
く
方
法
論
に
基
づ
い
て Theory, 

C
ase Study, Project, Internship 

な
ど

に
位
置
づ
け
ら
れ
、
理
論
・
政
策
・
実
践
を
連

関
さ
せ
な
が
ら
も
重
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
ス

ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
は
、
学
校
づ
く
り
の
理
論
的

基
盤
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
一
方
で
、
自
ら

の
実
践
を
実
践
的
・
改
善
的
視
点
か
ら
だ
け
で

な
く
理
論
的
・
実
証
的
視
点
か
ら
も
見
つ
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
修
士
論
文
は「
実
践
的
研
究
」
を
特

徴
と
し
、
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
つ
つ
教
育
実
践

者
の
問
題
意
識
を
深
め
て
、
現
代
の
教
育
現
象

に
切
り
込
み
実
践
的
問
題
提
起
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
い
る
。
テ
ー
マ
・
対
象
・
方
法
を
明

確
に
し
つ
つ
修
士
論
文
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
だ
と
指
導
さ
れ
る
が
、
あ
ち
こ
ち
に
壁
が
立

ち
は
だ
か
っ
て
い
て
う
ま
く
い
か
な
い
。
先
輩

達
の
修
士
論
文
を
ま
と
め
た『
学
校
教
育
論
集
』

（
各
年
版
）を
み
る
と
、
私
に
も
で
き
る
だ
ろ
う

か
と
い
う
不
安
が
あ
る
一
方
で
、
挑
戦
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
結
果
が
つ
い
て
く
る
ん
だ
と
改
め

て
決
意
す
る
。

夜
間
大
学
院
で
は
、
論
文
・
資
料
を
読
む
・

ま
と
め
る
、
討
議
す
る
、
協
同
作
業
す
る
、
報

告
発
表
す
る
、
学
習
活
動
を
振
り
返
る
、
論
文

を
執
筆
す
る
な
ど
の
活
動
を
繰
り
返
し
、
ス
パ

イ
ラ
ル
的
に
学
習
を
深
め
て
い
く
。
そ
の
学
習

過
程
に
は
、
自
ら
が
関
わ
る
学
校
づ
く
り
の
実

践
事
例
を
提
示
し
検
討
す
る
機
会
が
あ
り
、
日

常
的
に
実
践
的
問
題
意
識
が
組
み
込
ま
れ
反
映

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
理
論
と
実
践
の
ス
パ

イ
ラ
ル
学
習
に
お
い
て
、
教
員
が
体
得
し
て
い

る
実
践
的
・
状
況
適
応
的
思
考
と
ク
ロ
ス
さ
せ

る
形
で
理
論
的
・
実
証
的
思
考
が
形
成
さ
れ
て

い
く
と
思
わ
れ
る
。

2		

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

事
業
と
夜
間
大
学
院
の
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
教
育

⑴	

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
業

私
た
ち
が
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
に
取
り

組
ん
で
11
年
、
振
り
返
る
と
、
２
０
０
１
年
に

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
研
究
会
を
3
人
で
立
ち
上

げ
、
大
阪
教
育
大
学
を
拠
点
と
す
る
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
教
育
を
構
想
し
た
こ
と
が
出
発
点
と

な
っ
た
。
翌
２
０
０
２
年
度
に
は
こ
の
研
究

会
を
学
内
横
断
組
織
で
あ
る
ス
ク
ー
ル
リ
ー

ダ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｓ
Ｌ
Ｐ
）に
拡
大
し
、

大
阪
教
育
大
学
と
大
阪
府
教
育
委
員
会
と
の
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「
連
携
協
力
の
協
定
書
」に
基
づ
い
て
、
ス
ク
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
の
連
携
事
業
を
行
う
こ
と
と

し
た
。
そ
の
中
核
的
事
業
と
な
っ
た
の
が
、
ス

ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｓ
Ｌ
Ｆ
）

で
あ
る
⑵
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
学
校
支
援
と
ス
ク
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的
と
す
る
事
業
で
、
大

学
と
教
育
委
員
会
の
合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
今
日
ま
で
毎
年
度
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。

こ
こ
で
は
学
校
教
職
員
・
教
育
政
策
担
当
者
・

教
育
研
究
者
の
三
者
が
同
じ「
広
場
」に
集
い
、

学
校
づ
く
り
お
よ
び
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育

の
理
論
・
政
策
・
実
践
を
総
合
的
か
つ
多
元
的

に
研
究
協
議
し
て
き
た
。
特
に
、
複
数
の
事
例

校
か
ら
学
校
づ
く
り
の
実
践
を
報
告
し
て
も
ら

い
、
そ
れ
を
素
材
に
実
践
方
策
だ
け
で
な
く
政

策
分
析
や
理
論
的
視
野
か
ら
研
究
協
議
し
て
い

く
こ
と
を
大
切
に
し
て
き
た
。
報
告
者
は
実
践

を
ま
と
め
報
告
す
る
こ
と
を
通
し
て
そ
の
意
義

と
課
題
を
確
認
し
、
参
加
者
は
実
践
事
例
と
研

究
協
議
を
通
し
て
気
づ
き
と
発
見
、
刺
激
と
元

気
を
得
て
き
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
参
加
者
が

明
日
の
実
践
の
手
が
か
り
を
得
る
と
共
に
、
そ

の
成
果
を
教
育
研
究
や
教
育
政
策
に
反
映
さ
せ

る「
仕
掛
け
」
を
組
み
込
ん
で
き
た
。
こ
れ
は

大
学
・
学
校
・
教
育
委
員
会
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
支
え
ら
れ
て
は
じ
め
て
具
体
化
で
き
た
の

で
あ
る（
詳
し
く
は「
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
挑
戦
」
Ｓ
Ｌ
Ｆ
、
２
０
１
１
参

照
）。

こ
の
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー･

フ
ォ
ー
ラ
ム
の

理
念
と
特
徴
を
整
理
す
る
と
、
①
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
の「
学
び
の
場
」
を
創
る
、
②
学
校

づ
く
り
を
専
門
的
に
支
援
す
る
、
③
学
校
づ
く

り
の
理
論
・
政
策
・
実
践
を
総
合
的
に
検
討
す

る
、
④
実
践
者
・
政
策
担
当
者
・
研
究
者
が
研

究
交
流
す
る
、
⑤
大
学
・
学
校
・
教
育
委
員
会

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
、
と
な
る
。

⑵	

夜
間
大
学
院
の
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育

次
に
、
大
阪
教
育
大
学
大
学
院 

教
育
学
研

究
科
実
践
学
校
教
育
専
攻（
夜
間
大
学
院
と
略

称
）
は
、
既
設
大
学
院
な
が
ら
実
践
志
向
を
強

く
持
ち
、
教
師
の
実
践
的
指
導
力
の
向
上
と
実

践
的
研
究
力
の
獲
得
と
い
う
二
つ
の
目
的
を
同

時
に
追
求
し
て
い
る
。
い
わ
ば「
二
兎
を
追
う
」

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
型
の
大
学
院
で
あ
る
⑶
。

夜
間
大
学
院
の
一
番
の
特
徴
は
、
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
が「
働
き
な
が
ら
学
ぶ
」
形
式
で
学

び
を
重
ね
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
私
た
ち

が
重
視
し
て
い
る
の
は
次
の
三
点
で
あ
る
。
①

学
校
づ
く
り
の
理
論
・
政
策
・
実
践
を
広
い
枠

組
み
で
捉
え
、
私
達
が
立
っ
て
い
る
現
場
を
深

く
理
解
す
る
。
②
学
校
改
革
が
進
行
す
る
な
か

で
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
い
か
な
る
方
針

と
戦
略
で
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
か
を
構

想
す
る
。
③
大
学
教
員
と
現
職
教
員
、
そ
し
て

政
策
担
当
者
も
加
わ
っ
て
協
同
学
習
し
、
問

題
を
深
め
解
決
す
る「
知
識
創
造
」を
め
ざ
す
。

つ
ま
り
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
が
確
か
な
理
論

的
基
盤
を
持
つ「
研
究
的
実
践
者
＋
省
察
的
実

践
者
」
と
し
て
自
立
す
る
こ
と
が
目
標
な
の
で

あ
る
。

夜
間
大
学
院
で
は
校
長
・
教
頭
、
主
幹
教
諭

（
首
席
）・
指
導
教
諭
、
主
要
な
主
任
な
ど
学
校

の
組
織
づ
く
り
を
担
う
最
前
線
の
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
が
学
ん
で
い
る
。
彼
／
彼
女
は
学
校

づ
く
り
の
理
論
的
基
盤
を
学
び
、
実
践
的
研
究

に
取
り
組
む
た
め
に
夜
間
大
学
院
に
進
学
し
て

く
る
。
い
わ
ば
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
ス

ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
を
め
ざ
し
て
本
格
的
に
学
ぶ

決
断
を
し
て
く
る
。
学
校
で
最
も
激
職
で
あ
る

校
長
・
教
頭
な
ど
が「
働
き
な
が
ら
学
ぶ
」
困

難
な
道
を
な
ぜ
選
択
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

夜
間
大
学
院
は
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
が
学
び

合
い
、
研
究
者
と
実
践
者
が
協
同
し
て
教
育
課

題
を
探
求
す
る「
学
び
の
場
」「
学
習
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
を
創
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
き

た
。
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
は「
理
論
的
基
盤
を

持
つ
実
践
的
指
導
力
」
を
高
め
る
と
共
に
、
理

論
と
実
践
を
統
一
す
る「
実
践
的
研
究
」
に
取

り
組
む
。
そ
こ
で
は
理
論
学
習
を
通
し
て
概
念

や
認
識
枠
組
を
学
習
し
、
教
育
現
象
を
対
象
化

し
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
、
お
よ
び
自
ら
が
担

う
学
校
づ
く
り
の
実
践
を
省
察
し
再
構
成
す
る

こ
と
、
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
が
異
な
る
作
業
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ば「
理
論
の
意
識

化
と
実
践
の
対
象
化
」
が
課
題
と
な
る
。
そ
の

た
め
に「
理
論
知
と
実
践
知
の
対
話
」
が
必
要

不
可
欠
と
な
る
。
夜
間
大
学
院
は
、
こ
の
難
し

い
重
要
な
作
業
に
取
り
組
む
場
と
し
て
極
め
て

有
効
で
あ
る
。

夜
間
大
学
院
の
教
育
理
念
は「
教
師
の
学
習

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」（Professional Learning 

C
om

m
unity: PLC

）で
あ
る
。
そ
れ
を
端
的

に
い
え
ば
、「
教
育
実
践
者
と
教
育
研
究
者
が

協
同
し
て
教
育
現
象
と
教
育
課
題
を
考
え
立
ち

向
か
う
時
空
間
で
あ
り
、
そ
れ
を
創
り
出
す
協

同
的
・
文
化
的
営
為
」
と
い
え
る
。
夜
間
大
学

院
で
は
現
職
教
員
院
生
と
大
学
教
員
が
こ
の
理

念
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て「
学
び
の
場
」
を

創
り
出
す
営
み
と
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
協
同
的
学
び
を
通
し
て
現
職
教
員
一
人
ひ

と
り
が
教
育
を
新
た
な
目
で
見
つ
め
、
未
来
を

切
り
開
く
鋭
気
を
養
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
夜
間
大
学
院
の
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
教
育
の
全
体
像
は
、
冊
子「
ひ
ら

く 

教
師
の
学
習
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」（
Ｓ
Ｌ
Ｃ
、

２
０
１
２
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
夜
間
大

学
院
は
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
学
び
の
場
と
し

て
魅
力
が
あ
り
、
エ
ン
パ
ワ
ー
で
き
る（
元
気

に
な
る
）
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
冊
子
に
寄

せ
ら
れ
た
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
5
人
の
文
章
か

ら
読
み
と
れ
る
し
、
一
人
ひ
と
り
の
肉
声
か
ら

も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
夜
間
大

学
院
の
独
自
性
、
存
在
理
由（
プ
レ
ゼ
ン
ス
）

が
あ
る
。

こ
の
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス（
Ｓ
Ｌ
Ｃ
）

の
理
念
と
特
徴
を
整
理
す
る
と
、
①
ス
ク
ー
ル



School Leaders Forum5

リ
ー
ダ
ー
の「
学
び
の
場
」
を
創
る
、
②
学
校

づ
く
り
の
理
論
知
と
実
践
知
を
対
話
さ
せ
る
、

③
学
校
を
か
じ
取
り
す
る
能
力
を
育
成
す
る
、

④
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
と
大
学
教
員
が
協
同
学

習
す
る
、
⑤
大
学
と
教
育
委
員
会
・
学
校
が
連

携
協
力
す
る
、
と
な
る
。

⑶	

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
夜
間
大
学
院
の
連
関

さ
て
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
夜
間
大
学
院
の
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
の

関
係
を
み
よ
う
。両
者
は
、ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー

の
学
び
の
場
を
創
る
こ
と
を
共
通
の
目
標
と

し
、
教
育
内
容・方
法・形
態
、
参
加
者
、
大
学・

教
育
委
員
会
連
携
に
お
い
て
双
方
向
的
に
つ
な

が
り
影
響
し
合
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。
両

者
に
共
通
す
る
点
は
第
一
に
、
学
校
づ
く
り
の

中
核
を
担
う
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
が
参
画
し
た

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
校
長
・
教
頭
、
首

席（
主
幹
教
諭
）・
指
導
教
諭
、
主
要
な
主
任

が
集
い
、
学
校
づ
く
り
と
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー

育
成
に
つ
い
て
研
究
協
議
し
て
き
た
。第
二
に
、

理
論
知
と
実
践
知
の
対
話
を
基
本
軸
に
据
え
た

こ
と
で
あ
る
。
学
校
づ
く
り
と
ス
ク
ー
ル
リ
ー

ダ
ー
育
成
に
つ
い
て
、
理
論
・
政
策
・
実
践
の

連
関
と
総
合
と
い
う
視
点
・
枠
組
か
ら
理
論
的

基
盤
を
確
か
め
な
が
ら
実
践
的
方
策
を
探
究
し

て
き
た
。
第
三
に
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
学

び
の
場
は
、
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
時
空
間
と

し
て
形
成
し
、
知
識
創
造
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

重
視
し
て
き
た
。
自
由
闊
達
な
意
見
交
換
が
で

き
る
時
空
間
を
創
る
た
め
に
、
事
業
の
目
的
・

主
体
・
条
件
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
内
容
・
方
法
・

形
態
は
大
胆
で
柔
軟
か
つ
効
果
的
に
組
み
立
て

て
き
た
。

次
に
両
者
の
違
い
を
み
る
と
、
参
加
者
の
規

模
、
テ
ー
マ
・
内
容
の
総
合
性
・
体
系
性
、
事

業
日
程（
教
育
期
間
）
の
長
短
・
持
続
性
、
期

待
さ
れ
る
教
育
成
果
に
お
い
て
著
し
く
異
な
っ

て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
両
者
は
ス
パ
イ
ラ
ル
的

に
影
響
し
合
っ
て
、
互
い
に
プ
ラ
ス
の
効
果
を

生
み
出
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
報

告
書
が
大
学
院
授
業
の
テ
キ
ス
ト
に
加
え
ら
れ

批
判
的
に
検
討
さ
れ
る
一
方
で
、
大
学
院
で

の
学
習
と
研
究
の
中
で
検
討
さ
れ
た
論
点
が
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
画
運
営
に
一
定
程
度
反
映
さ

れ
て
き
た
。
ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
中
か
ら
、
さ
ら
に
学
校

づ
く
り
の
理
論
的
基
盤
を
深
め
よ
う
と
夜
間
大

学
院
に
進
学
す
る
者
も
出
て
き
た
。
そ
し
て
、

夜
間
大
学
院
で
学
ぶ
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
は

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
、学
校
づ
く
り
の
理
論・

政
策
・
実
践
を
総
合
的
に
検
討
す
る
意
味
を
再

認
識
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
夜
間
大
学
院
の
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教

育
は
つ
な
が
り
影
響
し
合
っ
て
き
た
の
で
あ

り
、
大
阪
型「
フ
ォ
ー
ラ
ム
―
夜
間
大
学
院
ブ

リ
ッ
ジ
方
式
」と
呼
称
で
き
よ
う
。

3	

理
論
知
と
実
践
知
の
対
話

⑴	

夜
間
大
学
院
と
教
職
大
学
院

夜
間
大
学
院
は
教
職
大
学
院
の
趣
旨
を
先
取

り
的
に
組
み
込
ん
だ
実
践
志
向
の
強
い
既
設
の

大
学
院
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
教
育
を
構
成
す
る
軸
は
、
目
的
と
し

て
の
実
践
的
指
導
力
と
実
践
的
研
究
力
の
育

成
、広
領
域
多
選
択
型
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
、

認
識
論
的
基
礎
と
し
て
の
理
論
知
と
実
践
知
の

対
話
、
授
業
経
営
に
お
け
る
大
学
と
教
育
委
員

会
の
連
携
で
あ
る
。

一
方
、
教
職
大
学
院
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
教
育
を
構
成
す
る
軸
を
み
る
と
、
目

的
と
し
て
の
実
践
的
指
導
力
の
育
成
、
共
通
必

修
型
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成（
実
習
重
視
、
実

践
研
究
報
告
を
課
す
、
研
究
者
教
員
と
実
務
家

教
員
の
Ｔ
・
Ｔ
）、
認
識
論
と
し
て
の
理
論
と

実
践
の
架
橋
・
融
合
、
組
織
運
営
に
お
け
る
大

学
と
教
育
委
員
会
の
連
携
と
な
る
。
夜
間
大
学

院
と
教
職
大
学
院
に
は
共
通
性
と
相
違
点
が
み

ら
れ
る
。
特
に
違
い
が
み
ら
れ
る
の
は
、
目
的

お
よ
び
理
論
と
実
践
の
連
関
で
あ
る
⑷
。
以
下

で
は
、
夜
間
大
学
院
の
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教

育
の
認
識
論
基
礎
で
あ
る「
理
論
知
と
実
践
知

の
対
話
」に
つ
い
て
考
察
す
る
。

⑵	

理
論
知
と
実
践
知

理
論
と
実
践
の
関
係
は
、
書
名
な
ど
で「
理

論
と
実
践
」
と
い
う
よ
う
に
対
の
関
係
で
用
い

ら
れ
る
が
、
単
純
で
は
な
い
。
教
師
は
自
ら
の

実
践
を
支
え
る
知
識
技
術
と
教
育
観
・
学
校
観

を
持
っ
て
い
る
。
教
育
実
践
や
学
校
経
営
実
践

に
お
い
て
は
、
直
面
す
る
状
況
に
お
い
て
適
切

だ
と
判
断
さ
れ
る
意
思
決
定
が
な
さ
れ
る
。
そ

れ
は
合
理
性
だ
け
で
な
く
、
状
況
性
、
即
興

性
に
基
づ
く
意
思
決
定
で
、
経
験
や
カ
ン
・
コ

ツ
に
よ
る
判
断
も
少
な
く
な
い
。
し
か
も
全
国

１
０
０
万
人
を
超
え
る
教
師
の
実
践
、
経
験
、

表 1　理論知と実践知の関係

概念 実践知 理論知 理論知・実践知の対話

用語 現場特有の言葉 概念・認識枠組 両者の使い分け

多義性、包括性 専門性、論理性 両者のジレンマ

知識 個別具体的 一般的抽象的 特殊と一般をつなぐ

実践的知見・知恵 対象の説明、予測

経験の整理 定式化・体系性

暗黙知を含む 形式知 形式知と暗黙知をつなぐ

特徴 実践・改革志向 実証・普遍志向 臨床性・実践性重視

属人的、主観的 論理的・客観的 論理的／主観的
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体
験
は
多
様
で
、
多
義
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

実
践
知
と
理
論
知
の
概
念
定
義
を
し
て
お
き
た

い
。実

践
知
は
実
践
的
知
見
・
知
恵
で
あ
り
、
実

践
者
の
経
験
と
実
践
感
覚
を
整
理
し
た
も
の
で

あ
る
。
実
践
性
・
具
体
性
を
志
向
す
る
も
の
で
、

個
人
や
学
校
の
状
況
を
反
映
す
る
な
ど
特
定
の

社
会
的
文
脈
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
形

式
知
と
と
も
に
カ
ン
や
コ
ツ
な
ど
の
暗
黙
知
が

含
ま
れ
、多
義
的
で
あ
る
。
関
連
す
る
用
語
に
、

経
験
知
、
体
験
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
理
論
知
と
は
現
象
を
説
明

し
、
予
見
す
る
理
論
的
命
題
と
研
究
方
法
に
関

す
る
知
識
技
術
で
あ
る
。
体
系
性
・
実
証
性
を

志
向
し
、
研
究
者
集
団
の
専
門
性
に
基
づ
い
て

成
立
し
て
い
る
。
関
連
す
る
用
語
に
、研
究
知
、

学
術
知
、
大
学
院
知
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
理
論
知
と
実
践
知
は
基
本
的
に

異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
簡
略
に
整
理
し
た
の

が
表
１
で
あ
る
。
こ
こ
に
は「
理
論
知
と
実
践

知
の
対
話
」
に
つ
い
て
も
記
載
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
理
論
知
と
実
践
知
は
大
き
く
違
っ
て
お

り
、
そ
の
架
橋
や
融
合
に
は
多
く
の
障
壁
と
困

難
が
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
の
出
発
点
と
し
た

い
。

⑶	

理
論
知
と
実
践
知
の
対
話

夜
間
大
学
院
の
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
で

は
、
理
論
的
認
識
と
省
察
的
実
践
を
意
図
的
に

切
り
分
け
た
上
で
、
各
々
の
授
業
に
お
い
て
両

者
が
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
理
論
知

と
実
践
知
の
ス
パ
イ
ラ
ル
学
習
を
リ
ー
ド
し
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
す
る
の
は
大
学
教
員
の
役
割

で
あ
る
。
大
学
教
員
は
学
校
づ
く
り
の
理
論
・

政
策
・
実
践
を
総
合
的
に
認
識
す
る
と
共
に
、

学
校
現
場
や
教
育
政
策
に
も
関
与
す
る「
実
践

的
研
究
者
」で
あ
る
。「
理
論
知
と
実
践
知
の
対

話
」は
ま
ず
大
学
教
員
自
身
の「
内
的
対
話
」と

し
て
取
り
組
ま
れ
る
の
で
あ
る
⑸
。

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
は
大
学
教
員
の
範
例
に

学
ん
で
、
理
論
知
の
意
識
化
と
実
践
知
の
深
化

に
取
り
組
み
、
両
者
の
対
話
を
行
う
よ
う
に
な

る
。
そ
の
学
習
作
業
を
持
続
的
に
行
う
た
め
に

は
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
相
互
学
習
が
不
可

欠
で
あ
る
。
理
論
知
と
実
践
知
の
内
的
対
話
は

個
々
人
で
意
識
化
さ
れ
る
と
共
に
、
学
習
集
団

と
し
て
も
取
り
組
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

通
し
て
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
は
学
校
づ
く
り

の
理
論
的
基
盤
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
一
方

で
、
自
ら
の
実
践
を
実
践
的
・
改
善
的
視
点
か

ら
だ
け
で
な
く
理
論
的
・
実
証
的
視
点
か
ら
も

見
つ
め
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
理
論
知
と

実
践
知
を
レ
ベ
ル
別
に
整
理
し
、
関
係
づ
け
を

行
っ
た
の
が
図
１
で
あ
る
⑹
。

理
論
知
と
実
践
知
を
対
話
さ
せ
る
こ
と
は
学

習
の
広
が
り
と
深
ま
り
を
も
た
ら
す
一
方
で
、

両
者
の
ジ
レ
ン
マ
に
向
き
合
う
こ
と
に
も
な

る
。
こ
の
活
動
を
支
え
促
進
す
る
た
め
に
、
研

究
者
と
実
践
者
の
協
同
が
必
要
で
あ
り
、
夜
間

大
学
院
は
す
ぐ
れ
た
学
び
の
場
で
あ
る
。
そ
こ

で
は
使
用
す
る
用
語
の
違
い
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
、
大
学
教
員
が
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
と
語
り

合
う
共
通
用
語
を
生
み
出
す
こ
と
が
カ
ギ
と
な

る
。
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
学
習
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は「
教
育
実
践
者
と
教
育
研
究
者
が
協
同

し
て
教
育
現
象
と
教
育
課
題
を
考
え
立
ち
向
か

う
営
為
」
で
あ
り
、
学
校
づ
く
り
の
理
論
と
実

践
に
と
っ
て
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー（
孵
卵
器
）

と
な
る
の
で
あ
る
。

図１　理論知と実践知の連関
実践知 a. b. c. d.
規　準 実践の整理 実践の主題化 実践の再構成 実践の理論化

実例・エピソード 物語知：コンセプトとストーリー 意義づけ、見直し 持論�or�実践科学
ツール 視点・方法の探索 語りと傾聴、実践報告a 実践報告 b 実践の認識論

実践記録の参照 実践記録の試行 対象化、内在的批判

↕つなぐ ⇔往還 ↕対話 ↕
理論知 a. b. c. d.
規　準 理論の学習 理論の内面化 理論の再構成 理論の構築
ツール 概念・認識枠組 研究方法論の活用 批判的思考

主題・対象・方法の連関

実践的研究 a. b. c. d.
テーマの掘り下げ 理論・政策・実践の連関 実践と理論の対話 実践的研究の確立
先行研究の検討 認識枠組の形成 実践の相対化：意義と見通し�内容・形式・方法論
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（
注
）

⑴ 
大
阪
の「
フ
ォ
ー
ラ
ム
―
夜
間
大
学
院
ブ
リ
ッ
ジ
」

方
式
は
、
福
井
大
学
教
職
大
学
院
と
の
交
流
の
中
で

言
語
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
12
回
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
大
阪
と
福
井
に
お

け
る
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
学
び
を
取
り
上
げ
、
ラ

ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
式
で
内
容
を
深
め
る
予
定
で
あ

る
。ち
な
み
に
、福
井
の「
学
校
拠
点
―
大
学
院
拡
張
」

方
式
は
現
職
教
員
院
生
と
大
学
教
員
が
拠
点
校
を

ベ
ー
ス
に
学
校
づ
く
り
・
授
業
づ
く
り
の
改
革
に
協

働
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
基
本
に
お
い
て
い
る
。
教

職
大
学
院
で
は
そ
の
取
組
を「
実
践
―
省
察
―
再
構

成
の
サ
イ
ク
ル
」
で
学
習
を
深
め
、
長
期
実
践
報
告

と
し
て
ま
と
め
る
。
こ
こ
で
は
、
教
師
が
互
い
の
実

践
知
・
物
語
知
を
織
り
な
し
て
、
自
ら
の
教
職
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
深
め
る
こ
と
と
、
授
業
改
善
・
学

校
改
善
す
る
こ
と
を
相
即
的
に
探
究
し
て
い
る
。
組

織
学
習
と
世
代
継
承
サ
イ
ク
ル
を
組
み
込
ん
だ
実
践

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
が
目
標
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
意
味
で
、
実
践
志
向
・
現
場
主
義
を
突
き
詰
め
た

も
の
と
い
え
る
。

⑵ 

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
概
観
す
る
に

は
、「
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
挑
戦

―
大
学
・
学
校
・
教
育
委
員
会
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
」Ｓ
Ｌ
Ｆ
、
２
０
１
１
．「
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開
―
大
学
と
教
育
委
員
会
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」Ｓ
Ｌ
Ｐ
、２
０
０
９
．を
参
照
。

⑶ 

夜
間
大
学
院
の
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
を
俯
瞰
す

る
に
は
、「
ひ
ら
く 

教
師
の
学
習
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―

夜
間
大
学
院
の
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
」Ｓ
Ｌ
Ｃ
、

２
０
１
２
．を
参
照
。

⑷ 

教
職
大
学
院
の
分
析
は
下
記
の
文
献
参
照
。「
教
師

の
学
習
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」Ｐ
Ｓ
Ｅ
、
２
０
０
８
．

⑸ 

夜
間
大
学
院
に
お
け
る「
理
論
知
と
実
践
知
の
対

話
」
に
関
係
す
る
論
文
に
、
大
脇
康
弘「
学
校
評
価

に
お
け
る
研
究
者
の
役
割
―
理
論
知
と
実
践
知
を
つ

な
ぐ
実
践
的
研
究
者
」『
学
校
経
営
研
究
』
第
36
号
、

２
０
１
１
．が
あ
る
。
こ
の
実
践
的
研
究
者
に
対
し

て「
研
究
的
実
践
者
」「
省
察
的
実
践
者
」の
役
割
や

活
動
を
夜
間
大
学
院
の
修
了
生
が
論
じ
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

⑹ 

松
尾
睦（
２
０
１
１
）は
、
経
験
か
ら
学
ぶ
力
は「
リ

フ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
メ
ン
ト
、
ス
ト
レ
ッ

チ
」
と
い
う
三
要
素
が
あ
る
と
す
る
循
環
モ
デ
ル
を

提
示
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
挑
戦

的
な
仕
事
に
取
り
組
む
ほ
ど
、
仕
事
中
の
試
行
錯
誤

や
仕
事
の
後
の
振
り
返
り
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
教
訓

の
質
は
高
く
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
感
じ
る
や
り

が
い
や
意
義
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
仕
事

に
や
り
が
い
や
面
白
さ
を
感
じ
れ
ば
、
よ
り
挑
戦
的

な
仕
事
に
取
り
組
も
う
と
い
う
気
持
ち
も
強
く
な
り

ま
す
。」（
69-

71
頁
）実
践
か
ら
学
ぶ
経
験
学
習
の
認

識
論
に
つ
い
て
は
、
三
輪
建
二
、
山
川
肖
美
の
論
稿

を
参
照
。

（
主
要
参
考
文
献
）

・ 

赤
尾
勝
己
編『
生
涯
学
習
理
論
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』

世
界
思
想
社
、
２
０
０
４
．

・ 

秋
田
喜
代
美
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ル
イ
ス
編『
授
業
の

研
究 

教
師
の
学
習
』明
石
書
店
、
２
０
０
８
．

・ 

秋
田
喜
代
美
、
佐
藤
学
、
恒
吉
僚
子
編『
教
育
研
究

の
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー 

―
学
校
参
加
型
マ
イ
ン
ド
へ
の

い
ざ
な
い
』東
京
大
学
出
版
会
、
２
０
０
５
．

・ 

稲
垣
忠
・
鈴
木
克
明『
授
業
設
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
―
教

師
の
た
め
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
』

北
大
路
書
房
、
２
０
１
１
．

・ 

エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ウ
ェ
ン
ガ
ー
、
櫻
井
祐
子
他
訳

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
―
ナ

レ
ッ
ジ
社
会
の
新
た
な
知
識
形
態
の
実
践
』翔
泳
社
、

２
０
０
２
．

・ 

金
井
壽
宏
、
楠
見
孝
編『
実
践
知
―
エ
キ
ス
パ
ー
ト

の
知
性
』有
斐
閣
、
２
０
１
２
．

・ 

河
野
義
章『
授
業
研
究
法
入
門
―
わ
か
る
授
業
の
科

学
的
探
究
』図
書
文
化
社
、
２
０
０
９
．

・ 

ド
ナ
ル
ド
・
Ａ
．シ
ョ
ー
ン
、
柳
沢
昌
一・三
輪
建
二

訳『
省
察
的
実
践
と
は
何
か
―
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
の
行
為
と
思
考
』鳳
書
房
、
２
０
０
７
．

・ 

ユ
ー
リ
ア
・
エ
ン
ゲ
ス
ト
ロ
ー
ム
、
山
住
勝
広
他
訳

『
拡
張
に
よ
る
学
習
―
活
動
理
論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
』新
曜
社
、
１
９
９
９
．

・ 

佐
伯
胖
監
修
、
渡
部
信
一
編『「
学
び
」の
認
知
科
学

事
典
』大
修
館
書
店
、
２
０
１
０
．

・ 

杉
澤
経
子「
実
践
者
が
行
う『
実
践
研
究
』」 

の
意
義

と
あ
り
方
」
シ
リ
ー
ズ
多
言
語
・
多
文
化
協
働
実
践

研
究
、
２
０
１
１
．

・ 

東
洋
大
学
福
祉
社
会
シ
ス
テ
ム
専
攻
出
版
委
員
会

『
経
験
と
知
の
再
構
成
』東
信
堂
、
２
０
１
１
．

・ 

野
中
郁
次
郎
・
竹
内
弘
高『
知
識
創
造
企
業
』
東
洋

経
済
新
報
社
、
１
９
９
６
．

・ 

松
尾
睦『「
経
験
学
習
」
入
門
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、

２
０
１
１
．

・ 

松
木
健
一「
教
師
教
育
に
お
け
る
教
師
の
専
門
性
の

捉
え
直
し
―
福
井
大
学
教
職
大
学
院
の
取
組
を
中
心

に
」『
教
師
教
育
研
究
』Vol.3

、
２
０
１
０
．

・ 

三
輪
建
二『
お
と
な
の
学
び
を
育
む
―
生
涯
学
習

と
学
び
あ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
』
鳳
書
房
、

２
０
１
１
．

・ 
山
川
肖
美「
経
験
学
習
論
―
Ｄ
．Ａ
．コ
ル
ブ
の
理
論

を
め
ぐ
っ
て
」
赤
尾
勝
己
編『
生
涯
学
習
理
論
を
学

ぶ
人
の
た
め
に
』世
界
思
想
社
、
２
０
０
４
．

・ 

ジ
ー
ン
・
レ
イ
ヴ
、
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ウ
ェ
ン
ガ
ー
、

佐
伯
胖
訳『
状
況
に
埋
め
込
ま
れ
た
学
習
―
正
統
的

周
辺
参
加
』産
業
図
書
、
１
９
９
３
．

スクールリーダー・フォーラム報告書と「実践研究賞」

著者Profile

大脇　康弘	（おおわき�やすひろ）　大阪教育大学教育学部教授

教育経営学・教師教育学専攻。スクールリーダー教育を理論的・

実践的に探究する。『教職研修』『月刊高校教育』『悠＋』で、スクー

ルリーダー教育の連載を行う。編著書に『学校をエンパワーメ

ントする評価』ぎょうせい、『学校評価を共に創る』『学校を変

える授業を創る』学事出版。
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スクールリーダー・コース関係の修士論文題目

高木　浩志＊� �2003 中学校英語科教育と国際交流学習に関する研究�―グロー
バルコミュニケーション能力の育成に向けて

落合千佐子＊� �2004�グローバル教育の目標論・カリキュラム論の実践的考察
―大津和子の理論を軸に

矢野　玲子＊� �2004�公立小学校における英語教育の理論と実践―松川禮子の
所論を中心に

西本　厚江＊� �2006�看護基礎教育における卒業時到達度評価の実践的研究
深川　八郎＊� �2006�授業評価のシステム化と運営―大阪の「授業システム」研

究推進校の実践をとおして
森　　　均＊� �2006�校長の人事異動に関する実証的研究―大阪府立高校 30年

間を事例として
米田あき子＊� �2006�小学校と児童養護施設の連携
吹田　淳一＊� �2007�学校評価の実施・改善に関する実践的研究―高等学校の

事例に基づいて
末吉　正典＊� �2007�学校と地域の連携に関する事例的研究―先進三校と堺市

立浜寺小学校を中心に
溝尻　直希＊� �2007�学校選択制度による公立学校改革の可能性―教育ガバナ

ンスの再構築をめざして
磯島　秀樹＊� �2008�学校評価の実践に関する事例研究―「学校教育自己診断」

の実践的展開
山中　矢展＊� �2008�特別支援学校におけるミドルリーダーの役割と行動―首

席の職務内容調査を通して
小川　　潔� �2008�視聴障害教育における専門性継承のための方策―ハンド

ブックと校内研修プログラムの開発
西川　隆彰＊� �2009�校長のリーダー行動に関する事例的研究―ミンツバーグ

『マネジャーの仕事』を手がかりに
荊木まき子� �2009�学校児童・生徒支援体制構築の現状とその展望�―スクー

ルカウンセラーの視点からの一考察
井出　一志� �2010�シュタイナー教育の公教育における実践にかかわる一考

察―「畏敬の念」につながる教師像・子ども像を手がかりにして
廣瀬よし子＊� �2010�学校と地域の連携を深めるスクールマネジメント―櫟本

小学校の実践をとおして
大西　義浩＊� �2011�専門高校生の進路意識の形成に関する実証的研究
梶本　佳照� �2011�「学校情報化」を促進するためのマネジメントパッケージ

の開発―2つの学校における活用をとおした有効性の検証
橋本　剛幸� �2011�生涯スポーツにつながる小学校、中学校、高等学校の体

育カリキュラムの研究―スポーツの楽しさを重視した授業を目
指して

中尾　順子� �2011�新たな視点を獲得する「読み」の授業に関する探索的研究
小山　将史� �2012�生徒に家庭学習環境を構築させることを目指す実践研究

―高校における授業デザインとハンドブックの開発（仮）
浜崎　仁子＊� �2012�「教職員の評価・育成システム」の運用に関する一考察―

同僚性・協動性を生かす学校経営（仮）
西川　　潔＊� �2012�学校における内発的改善力の構築と学校改革―ミドル

リーダーの育成を核として（仮）
� （注）数字は年度、＊は大脇が指導、『学校教育論集』（2005～現在）参照

スクールリーダー・プロジェクト（SLP）研究報告書一覧
� （＊は関係報告書）
Ａ．スクールリーダー・フォーラム報告書（SLF）
スクールリーダー・フォーラム事務局編、大阪教育大学・大阪府教
育委員会・大阪市教育委員会合同プロジェクト（大阪市は 2009 年
から参加）

・�第 1回『学校教育自己診断を実践する―学校を開く試み』2003.3、105p.
・�第 2回『学校を開く、学校を診断する―学校協議会と学校教育自己診断を連
関させて』2003.11、140p.

・�第 3回『スクールリーダー養成の必要性と可能性―専門職大学院づくりを軸
に』2004.3、160p.

・�第 4回『授業評価の理論・政策・実践―授業改革のために』2005.2、132p.
・�第５回『リーダー層教員の力量形成―量的確保と質的向上』2005.11、100p.
・�第 6 回『スクールリーダーの学習拠点づくり―大学と教育委員会のコラボ
レーション』2007.2、160p.

・�第 7回『学校課題への挑戦―経営革新プロジェクトの取り組み』2008.3、118p.
・�第 8回『学校の自己革新と支援体制―学校革新プロジェクト2008』2009.2、96p.
・�第 9回『豊かな学校評価を求めて―自己評価と学校関係者評価』2009.11、108p.
・�第 10 回『スクールリーダーの実践力育成―ケースメソッド学習入門』

2011.3、130p.
・第 11回『次世代スクールリーダーの育成』2011.11、108p.
・第 12回『スクールリーダーの学びの場―理論知と実践知の対話』2012.11、
120p.

Ｂ．学校評価実証校支援プロジェクト（SRP）　
大阪府教育委員会・大阪教育大学合同プロジェクト

・『学校評価実証校支援事業報告会資料 2004』2005.3.
・（参考）大阪府教育委員会・学校運営改善のための学校評価システムの確立に
関する調査研究協力者会議�報告書『学校教育自己診断と学校協議会』大阪府
教育委員会高等学校課ＨＰ、2005.3.＊

・『学校評価実証校支援事業報告会資料 2005』2006.2.
・『学校教育自己診断ハンドブック―活用の手引き―』（平成 17 年度大阪府
教育委員会委託事業「学校評価実証校支援プロジェクト」）大阪教育大学、
2006.3.

Ｃ．大学・教育委員会連携授業『大阪の学校づくり』
大阪教育大学スクールリーダー・プロジェクト編集・発行

・『大阪の学校づくり 2005―夜間大学院の授業実践』2006.3、102p.
・『2006』2007.3、92p.�『2007』2008.3、90p.�『2008』2009.3、83p.
・『2009』2010.3、72p.�『2010』2011.3、68p.

Ｄ．スクールリーダー・セミナー（SLS）＊
・スクールリーダー・セミナー 2004 事務局編、大阪教育大学スクールリー�
ダー・プロジェクト
�『学校づくりの思想と技術―学校評価を軸に』2004.8、134p.
�『学習するスクールリーダー―学校の組織づくりを軸に』2005.3、129p.
・スクールリーダーシップ講座（大阪）『学校づくりの理念と技術』広域大学間教
員養成・研修コンソーシアム：筑波大学・大阪教育大学・千葉大学・東京学
芸大学、2006年５月～ 8月＊

・スクールリーダー・セミナー 2010�大阪教育大学・大阪府教育委員会・大阪
市教育委員会合同プロジェクト『スクールリーダーの実践力育成』

・スクールリーダー・セミナー 2011�大阪教育大学・大阪府教育委員会・大阪
市教育委員会合同プロジェクト

・プレ・スクールリーダー・フォーラム（SLF12）�2012.8.

E．単行本・雑誌連載など＊

・『学校評価を共に創る―学校・教委・大学のコラボレーション』学事出版�
（編著）、2003
・連載：スクールリーダー教育の構築―学習機会とプログラム、『教職研修』教
育開発研究所、2006年度

・連載：スクールリーダー教育の実践―カリキュラム開発と授業づくり、『教
職研修』教育開発研究所、2007年度

・連載：スクールリーダー養成の教職大学院、『教職研修』教育開発研究所、
2008～ 2009年度

・連載：大学と教育委員会のパートナーシップ、『教職研修』教育開発研究所、
2009～ 2010年度

・連載：行動派校長の学校マネジメント、『月刊高校教育』学事出版、2007年度
・連載：学校革新への道―普通高校の組織マネジメント、『月刊高校教育』学事
出版、2008年度

・連載：ケースメソッド研究事始め―新たなスクールリーダー育成法、『月刊
高校教育』学事出版、2011年度

・連載：新時代のスクールリーダー、『月刊高校教育』学事出版、2012年度
・連載：校長力を高める、『悠�haruka』ぎょうせい、2006年度
・連載：教育改革最前線：政策動向と実践課題、『悠＋』ぎょうせい、2007～
2008年度

・教師のための学習コミュニティ―夜間大学院で学ぶ、2007.1、24p.
・教師の学習コミュニティ―進化する夜間大学院、2008.3、20p.
・スクールリーダー・プロジェクトの展開―大学と教育委員会のパートナー�
シップ、SLP、2009.3、24p.

・教師の学習コミュニティを創る―夜間大学院のスクールリーダー教育、SLC、
2010.3、24p.

・スクールリーダー・フォーラムの展開―大学・学校・教育委員会のコラボレー
ション、SLF、2010.10、8p.

・教師の学習コミュニティの展開―学習するスクールリーダー、SLC、
2011.3、16p.

・スクールリーダー・フォーラムの挑戦―大学・学校・教育委員会のコラボレー
ション、SLF、2011.10、16p.

・ひらく�教師の学習コミュニティ―夜間大学院のスクールリーダー教育、
SLC、2012.3、24p.

・ケースメソッド入門―スクールリーダーの協同学習、SLP、2102.3.
・スクールリーダーの学習コミュニティ、SLF、2012.10、24p.

スクールリーダー・プロジェクト（SLP）報告書
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中
教
審
答
申「
教
職
生
活
全
体
を
通
じ
た
教

員
の
資
質
能
力
の
総
合
的
な
向
上
策
に
つ
い

て
」（
Ｈ
24
年
8
月
28
日
）が
出
さ
れ
た
。
そ
の

中
で
は
、
教
職
大
学
院
の
改
変
と
拡
充
が
打
ち

出
さ
れ
て
い
る
。今
な
ぜ
教
職
大
学
院
の
改
変・

拡
充
な
の
か
。
本
稿
で
は
、
日
本
の
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
教
育
改
革
と
か
か
わ
っ
て
、
学
校
拠

点
方
式
の
教
職
大
学
院
の
取
組
を
紹
介
し
、
そ

の
意
味
を
論
じ
て
み
た
い
。

教
育
改
革
と
教
師
に
求
め
ら
れ
る	

資
質
能
力

現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
社
会
や
産
業

や
経
済
の
構
造
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い

る
。
こ
の
知
識
基
盤
社
会
に
突
入
し
た
日
本
で

は
、
こ
の
社
会
を
た
く
ま
し
く
生
き
ぬ
く
こ
と

の
で
き
る
人
材
の
育
成
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
こ
の
社
会
を
生
き
ぬ
く
新
し
い
能
力
・
学

力
が
様
々
な
分
野
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、

き
わ
め
て
類
似
し
た
能
力
・
学
力
概
念
と
な
っ

て
い
る
。

O
EC

D

のD
eSeC

o

や PISA

、
あ
る
い

は
、
文
科
省
の「
生
き
る
力
」や「
キ
ャ
リ
ア
教

育
」、
さ
ら
に
は
、
経
済
産
業
省
の「
社
会
人
基

礎
力
」
等
、
ど
れ
を
取
り
上
げ
て
も
力
点
の
置

か
れ
方
は
異
な
る
も
の
の
、
き
わ
め
て
類
似
し

た
能
力
・
学
力
観
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
の
能
力
・
学
力
観
も
、
子
ど
も
の
主

体
的
な
学
習
活
動
を
中
心
に
、
正
解
の
な
い
課

題
に
向
か
っ
て
子
ど
も
同
士
で
協
働
探
究
し
、

結
果
を
社
会
に
向
か
っ
て
表
現
し
共
有
で
き
る

力
を
求
め
て
い
る
。
で
は
、
何
故
そ
の
よ
う
な

新
し
い
能
力
・
学
力
が
必
要
と
な
る
の
か
。

日
本
の
産
業
構
造
の
変
化
を
取
り
上
げ
て

み
る
と
、
新
し
い
能
力
・
学
力
の
必
要
性
が

歴
然
と
し
て
く
る
。
日
本
は
こ
の
60
年
の
間

に
産
業
構
造
が
大
き
く
変
化
し
て
し
ま
っ
た
。

１
９
５
５
年
頃
は
第
1
次
産
業
が
中
心
の
社
会

で
あ
っ
た
が
、
じ
わ
じ
わ
と
第
2
次
産
業
か
ら

第
3
次
産
業
に
移
行
し
、
現
代
で
は
第
3
次
産

業
に
重
き
を
置
く
社
会
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

知
識
基
盤
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
こ
の
傾
向
は

さ
ら
に
顕
著
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
ど
の
産
業
で
あ
れ
そ
の
実
施
工

程
を
見
る
と
、
課
題
の
発
想
・
企
画
・
立
案
か

学
校
ベ
ー
ス
の
実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造

	

―
日
本
の
教
育
改
革
の
課
題
に
取
り
組
む
学
校
拠
点
方
式
の
教
職
大
学
院
―
　
　
福
井
大
学
教
職
大
学
院　
松
木　
健
一

表 1　全てがよく似ている能力・学力観・学習観

図 1　日本の産業別人口の推移（厚生労働省）図 2　日本の産業別人口の推移と求められる人材
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ま
た
、
中
教
審
答
申
で
は
、
教
員
免
許
状
の

今
後
の
方
向
性
と
し
て
修
士
レ
ベ
ル
化
を
明
示

し
て
い
る
。
多
く
の
専
門
職
が
修
士
に
移
行

し
、
相
対
的
に
教
師
の
専
門
職
と
し
て
の
地
位

が
低
下
し
た
こ
と
、
毎
年
20
万
件
も
の
教
員
免

許
状
が
発
行
さ
れ
、
教
員
免
許
状
は
大
学
卒
業

資
格
の
中
で
は
最
も
取
り
や
す
い
資
格
に
な
っ

て
い
る
こ
と
等
が
、
そ
の
理
由
の
1
つ
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の「
修
士
レ
ベ
ル
化
」
の
言
葉
だ

け
が
話
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
や
す
い
が
、

む
し
ろ
最
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
中
教
審
が

教
師
を
高
度
専
門
職
業
人
と
し
て
明
確
に
位
置

付
け
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
姿
を
教

師
に
求
め
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
教
員
免

許
状
の
性
質
を「
入
職
の
た
め
の
資
格
」か
ら
、

教
員
の
生
涯
に
わ
た
る
職
能
成
長
を
支
え
る
免

許
状
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
点
な
の
で
あ

る
。

生
涯
に
わ
た
る
職
能
成
長
を
支
え
る

仕
組
み
と
教
職
大
学
院

教
員
の
免
許
状
を
入
職
の
た
め
の
資
格
か

ら
、
生
涯
の
職
能
成
長
を
支
え
る
免
許
状
に
切

り
替
え
よ
う
と
す
る
と
、
最
初
に
ぶ
ち
あ
た
る

壁
は
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
委
員
会
と
大
学
の
不

文
律
の
役
割
分
担
で
あ
る
。
教
員
養
成
は
大
学

で
、
教
員
研
修
は
教
育
委
員
会
で
と
い
う
暗
黙

の
棲
み
分
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
無
益
な

え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
教

師
は
既
有
の
知
識
の
伝
達
だ
け
の「
教
え
の
専

門
家
」
な
の
で
は
な
い
。
教
師
は
正
解
の
な
い

課
題
に
向
か
っ
て
、
自
身
も
子
ど
も
と
共
に
学

び
続
け
る「
学
び
の
専
門
家
」
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
中
教
審
答
申
で
は
、基
礎
免
許
状（
学

部
卒
業
程
度
）、
一
般
免
許
状（
修
士
レ
ベ
ル
）、

専
門
免
許
状
を
設
け
る
方
向
性
を
出
し
て
い
る

が
、そ
の
中
核
の
資
質
能
力
と
し
て
教
師
の「
学

び
続
け
る
姿
」
を
描
い
て
い
る
。
全
て
の
免
許

状
を
貫
く
心
棒
が
教
師
の
学
び
続
け
る
資
質
能

力
な
の
で
あ
る
。

つ
て
の
日
本
の
よ
う
に
農
業
中
心
の
時
代
で

は
、
既
有
の
知
識
を
習
得
し
技
能
化
し
、
生
産

に
従
事
す
る
こ
と
が
主
だ
っ
た
活
動
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
代
社
会
で
は
、
正
解
の

な
い
課
題
に
立
ち
向
か
い
知
を
創
造
し
、
表
現

し
共
有
す
る
活
動
が
主
と
な
ろ
う
。「
生
き
る

力
」
と
し
て
な
ぜ
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
等
が
求
め
ら
れ
る
の
か
納
得
の
い
く
こ
と
で

あ
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な「
生
き

る
力
」
を
子
ど
も
に
培
う
に
は
、
教
師
自
身
が

絶
え
ず
思
考
し
・
判
断
し
・
表
現
す
る
力
を
備

ら
、
構
想
し
実
施
計
画
や
段
取
り
を
立
て
、
生

産
・
実
行
し
、
流
通
・
販
売
等
を
す
る
経
過
を

辿
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
ど
の
プ

ロ
セ
ス
に
従
事
す
る
人
が
多
い
の
か
を
表
し
て

み
る
と
、
中
心
と
な
る
産
業
の
変
遷
と
と
も
に

従
事
者
の
変
化
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
知
識
基
盤
社
会
で
は
、
機
械
化
の
進
行
と

と
も
に
単
純
生
産
活
動
従
事
者
が
減
少
し
、
ス

マ
イ
ル
カ
ー
ブ
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
従
事
者
構

成
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
変
化
と
と
も
に
、
産
業
従
事
者
に
求
め

ら
れ
る
資
質
・
能
力
も
異
な
っ
て
こ
よ
う
。
か

図 3　知識基盤社会に求められる教育

図 4　教師が培う資質能力の成長プロセスを表現できる免許状へ

表 2　教員免許状の実態
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ま
と
め
で
は
、
省
察
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
、
教
師
を
伝
統
的
な
専
門
職
と
比
較
し

て
み
る
と
、
顕
著
な
特
徴
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
。
そ
れ
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
教
師
が
組
織

人
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
教
師
は
学
校
組
織
の

一
員
で
あ
り
、
一
員
と
し
て
行
動
す
る
。
大
学

院
等
で
個
人
研
鑽
し
た
現
職
教
員
が
学
校
に
戻

る
と
、そ
の
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
な
い
の
は
、

こ
こ
に
原
因
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
教
師
は
全
国
に
１
０
０
万
人
も
い
る

巨
大
な
専
門
職
集
団
で
あ
る
。
こ
の
専
門
職
集

団
が
、
組
織
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
わ
け

で
あ
る
か
ら
、
教
師
教
育
改
革
は
、
教
師
を
一

人
一
人
抜
き
出
し
て
時
間
を
掛
け
て
行
っ
て
い

て
も
そ
の
効
果
は
な
い
。
き
わ
め
て
困
難
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
あ
る
が
、
教
師
が
変
わ
る

た
め
に
は
、
同
時
に
且
つ
一
遍
に
転
換
が
起
き

る
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
教
育
は
相
互
性
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
。
子
ど
も
と
教
師
の
相
互
の
成
長

な
く
し
て
教
育
的
行
為
は
起
こ
り
え
な
い
。
加

え
て
、
教
師
は
年
齢
と
共
に
教
育
的
価
値
を
変

化
せ
た
り
、
一
貫
し
て
不
易
で
あ
っ
た
り
も
し

よ
う
。
こ
の
よ
う
な
変
動
す
る
要
因
を
抱
え
つ

つ
、
一
人
一
人
の
教
師
が
そ
の
力
量
を
発
揮
す

る
た
め
に
は
、
学
校
と
い
う
組
織
が
各
教
師
を

尊
重
し
つ
つ
も
協
働
し
、
世
代
継
承
と
生
成
を

実
現
す
る
組
織
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
な

の
で
あ
る
。

な
い
。
大
学
は
、
教
師
の
資
質
能
力
の
要
素
ご

と
の
個
別
の
授
業
を
開
講
し
、
そ
れ
ら
の
要
素

を
総
合
化
す
る
仕
事
は
、
予
定
調
和
的
に
学
生

に
委
ね
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
要
素
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
要

素
の
ま
ま
で
あ
り
、
た
だ
ひ
た
す
ら
忘
却
の
一

途
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
資
質
能
力

の
要
素
が
結
合
し
繰
り
上
が
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
具
体
的
に
子
ど
も
に
か
か
わ
り
実
践
し
、

省
察
し
、
再
構
成
し
、
さ
ら
に
ま
た
実
践
す
る

サ
イ
ク
ル
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
の
で
き
る
教

育
課
程
が
必
要
で
あ
る
。
今
回
の
特
別
部
会
の

教
職
大
学
院
の
最
大
の
特
徴
は
、
大
学
と
教
育

委
員
会
の
連
携
の
も
と
に
、
理
論
と
実
践
を
架

橋
し
て
、
高
度
専
門
職
業
人
の
育
成
を
目
指
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
教
職
大
学
院
の
設
置
を

き
っ
か
け
に
、
大
学
は
、
教
員
養
成
の「
入
口

教
育
」
か
ら
教
員
の
生
涯
の
職
能
成
長
を
支
え

る
教
師
教
育
に
転
換
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
う
し
な
け
れ
ば
そ
の
存
在
意
義
を
問
わ
れ
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
教
職
大
学
院
の
未
設
置
地
域

に
教
職
大
学
院
が
設
置
さ
れ
、
大
学
と
教
育
委

員
会
の
連
携
・
協
働
が
実
現
す
る
こ
と
を
つ
と

に
望
む
も
の
で
あ
る
。

高
度
専
門
職
業
人
と
し
て	

教
師
に
求
め
ら
れ
る
資
質
能
力

高
度
専
門
職
業
人
は
、
学
び
続
け
る
こ
と
が

資
質
能
力
と
し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に

述
べ
た
。
こ
の
点
を
補
足
す
る
と
と
も
に
教
師

と
い
う
専
門
職
の
特
徴
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お

き
た
い
。
中
教
審
の
18
年
度
答
申
で
、
教
師
の

資
質
能
力
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内

容
は
、
人
と
し
て
の
基
本
的
要
素
、
教
員
に
必

要
な
資
質
に
か
か
わ
る
要
素
、
専
門
職
と
し
て

の
高
度
な
知
識
技
能
に
分
け
て
箇
条
書
き
に
さ

れ
て
い
る
。
問
題
は
箇
条
書
き
に
さ
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
大
学
の
教
員
養
成
の
授

業
自
体
が
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
化
さ
れ
て
い
る

点
か
ら
見
れ
ば
、
箇
条
書
き
は
何
の
問
題
で
も

対
立
を
避
け
て
き
た
側
面
と
、
不
満
を
助
長
し

て
き
た
側
面
が
あ
ろ
う
。
近
年
増
加
し
た「
教

師
養
成
塾
」
は
、
教
育
委
員
会
の
大
学
に
対
す

る
不
満
の
表
れ
で
あ
る
。
中
教
審
の
特
別
部
会

で
は
、
大
学
と
教
育
委
員
会
の
連
携
・
協
働
を

強
く
求
め
て
い
る
。
こ
の
モ
デ
ル
と
な
る
の
は

教
職
大
学
院
で
あ
ろ
う
。

２
０
０
８
年
に
創
設
さ
れ
た
教
職
大
学
院

は
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
の
ス
タ
ー
ト
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
大
学
院
教
育
に
は
な

い
特
徴
を
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
そ

の
一
方
で
、課
題
も
よ
り
明
確
に
な
っ
て
き
た
。

図 5　今後の教職大学院と教育学研究科

図 6　教員に求められる資質能力を構造化する実践的省察力
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学
校
拠
点
方
式
の	

教
職
大
学
院
を
創
る

学
校
の
抱
え
る
課
題
を
学
校
で
、
学
校
内
の

同
僚
教
師
と
協
働
し
て
解
決
す
る
教
職
大
学
院

が
創
設
さ
れ
て
い
る
。
教
師
の
自
己
改
革
と
授

業
改
革
と
学
校
の
組
織
改
革
を
同
時
に
行
う
福

井
大
学
の
教
職
大
学
院
で
あ
る
。
教
職
大
学
院

に
入
学
し
た
現
職
教
員
院
生
は
、
休
職
せ
ず
勤

務
す
る
。
む
し
ろ
、
研
究
主
任
等
の
校
務
分
掌

を
大
学
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
遂
行
す
る
。

私
た
ち
は
こ
の
悪
循
環
を
断
ち
切
り
、
真
に

新
し
い
能
力
・
学
力
を
培
う
た
め
の
、
極
め
て

困
難
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
成
し
遂
げ
ね
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
策
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

教
師
が
組
織
人
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
教
師

み
ん
な
が
一
遍
に
変
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
授
業

改
革
と
教
師
自
身
の
自
己
改
革
と
学
校
の
組
織

改
革
を
同
時
に
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
教
師
の
学
び
の
場
で
あ
る
学
校
を
ベ
ー

ス
に
し
て
教
師
教
育
を
再
構
築
す
る
こ
と
で
あ

る
。
学
校
全
体
で
取
り
組
む
の
で
あ
れ
ば
、
現

行
の
社
会
か
ら
の
要
請
に
応
え
つ
つ
も
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
見
据
え
て
、
2
つ
の
学
力
を
培
う

く
ら
い
の
強
さ
を
教
師
も
持
つ
こ
と
が
で
き

る
。教

師
は
高
度
専
門
職
業
人
で
あ
る
。
高
度
専

門
職
業
人
が
、
職
場
か
ら
離
れ
て
育
つ
わ
け
が

な
い
。
こ
の
当
た
り
前
の
こ
と
が
何
故
い
ま
ま

で
実
現
し
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
教
師
教

育
を
目
指
す
大
学
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ー
ス
の

大
学
院
教
育
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。
同
様
に

学
校
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
教
育
委
員
会
の
教
員

研
修
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
大

学
院
教
育
と
同
構
造
の
問
題
を
教
員
研
修
も
抱

え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

モ
ー
ド
か
ら
抜
け
出
し
て
い
な
い
。
あ
る
い
は

翻
っ
て
、
子
ど
も
の
自
主
性
尊
重
を
理
由
に
自

由
放
任
型
の
学
習
モ
ー
ド
に
切
り
替
わ
っ
て
き

て
し
ま
う
。
こ
の
悪
循
環
を
私
た
ち
は
い
や
と

い
う
ほ
ど
繰
り
返
し
て
き
た
。
何
故
、
そ
う
な

る
の
か
と
い
う
と
、
教
師
自
身
の
学
習
観
が
切

り
替
わ
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。「
生
き
る

力
」
を
建
て
前
と
し
て
理
解
し
つ
つ
も
、
教
え

込
む
教
育
か
ら
足
を
洗
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
心
あ
る
教
師
が
何
度
も
挑
戦
し
つ
つ

も
、
現
行
の
社
会
が
持
つ
学
力
観
の
壁
の
前
で

断
念
し
て
き
て
い
る
。

学
校
を
ベ
ー
ス
と
し
た	

教
師
教
育
を
実
現
す
る

最
初
に
、
知
識
基
盤
社
会
に
求
め
ら
れ
る
新

し
い
能
力
・
学
力
が
、
ど
の
団
体
が
提
案
し
よ

う
と
、
き
わ
め
て
類
似
し
て
き
て
い
る
こ
と
に

触
れ
た
。
逆
に
言
う
な
ら
ば
、
新
し
い
能
力
・

学
力
は
建
て
前
と
し
て
教
師
に
理
解
さ
れ
て
い

る
も
、
そ
れ
を
返
す
返
す
提
案
さ
れ
る
の
は
、

実
際
の
授
業
場
面
で
は
そ
の
習
得
が
実
現
さ
れ

て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。実
際
の
授
業
で
は
、

教
師
は
指
導
伝
達
の
よ
う
な
上
意
下
達
の
学
習

図 7　求められる学校ベースの教師教育改革

表 3　教員研修の課題

図 8　学校拠点方式の実践
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い
。そ
れ
に
対
し
て
学
校
拠
点
方
式
で
あ
る
と
、

勤
務
し
な
が
ら
の
大
学
院
で
あ
る
た
め
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
教
育
実
践
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
、
同
時
に
、
夏
季
休
業
等
で
状
況
か
ら
離

れ
て
省
察
す
る
機
会
を
保
証
す
る
こ
と
が
で
き

る
。2

つ
目
は
、
こ
れ
ま
で
の
指
導
伝
達
型
、
知

識
蓄
積
型
の
学
習
観
か
ら
の
脱
却
に
関
し
て
で

あ
る
。
大
学
院
で
講
義
を
受
け
、
そ
れ
を
学
校

で
実
践
す
る
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
学
校
で
教
師
が

取
り
上
げ
た
事
象
を
大
学
教
員
も
一
緒
に
な
っ

て
支
え
て
い
く
よ
う
な
仕
組
み
に
切
り
換
え
て

う
。
福
井
県
教
育
委
員
会
と
福
井
大
学
で
は
、

教
員
研
修
の
教
職
大
学
院
の
単
位
化
に
向
け
た

制
度
づ
く
り
を
試
行
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
学
校
拠
点
方
式
で
は
、
従
来
の

教
師
教
育
の
在
り
方
に
対
し
て
、
パ
ラ
ダ
イ
ム

の
転
換
を
提
案
し
て
い
る
。
以
下
に
ど
の
よ
う

な
転
換
を
求
め
て
い
る
か
例
示
し
た
い
。

1
つ
目
は
、
学
校
拠
点
方
式
で
は
、
省
察
的

実
践
の
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
を
教
育
実
践
研
究

と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。
従
来
の

大
学
教
育
で
は
、
実
際
に
展
開
す
る
教
育
実
践

を
研
究
と
し
て
支
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

表
す
る
。
都
道
府
県
の
壁
や
研
究
者
と
実
践
者

の
壁
を
乗
り
越
え
て
実
践
を
吟
味
し
な
お
す
機

会
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
交
流

の
場
を
通
し
て
全
国
の
教
師
教
育
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
し
、
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

当
然
、
こ
の
よ
う
な
教
職
大
学
院
の
取
組
は

教
育
委
員
会
と
の
連
携
・
協
働
が
な
け
れ
ば
成

立
し
な
い
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
30
数
年
の

教
師
生
活
の
職
能
発
達
を
有
機
的
に
支
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
教
員
研
修
と
大
学
院
教
育
の
特
徴

を
活
か
し
て
構
造
化
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
ろ

勿
論
、
学
校
に
閉
じ
こ
も
っ
たO

Ｊ
Ｔ
で

は
限
界
が
あ
る
。
学
校
で
の
具
体
的
で
個
別
的

な
実
践
事
例
を
よ
り
広
い
公
論
空
間
で
吟
味
し

直
す
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
月
に
1
度
、
学
校

種
や
教
員
の
経
験
の
違
い
等
を
超
え
て
論
議

し
、
自
ら
の
実
践
を
異
化
す
る
機
会
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
夏
季
休
業
等
で
は
優
れ
た

実
践
記
録
や
理
論
書
を
読
み
討
議
す
る
機
会

や
、
集
中
的
に
実
践
を
振
り
返
っ
て
ま
と
め
る

機
会
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
開
催
さ
れ
る
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
等

に
向
け
て
、
長
期
の
実
践
記
録
を
整
理
し
、
公

図 10　学習観の転換を図る学校拠点方式

図 11　組織学習と新しい学力を育成する学校拠点方式

図 12　教育科学の法則の習得から範例の鍛錬へ

図 9　実践の省察プロセスを取り上げる教育実践研究
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空
間
を
越
え
た
省
察
を
実
現
す
る
の
に
は
モ
ダ

リ
テ
ィ
の
構
造
化
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
教

育
実
践
研
究
の
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
化
を

支
え
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

7
つ
目
は
、
高
度
専
門
職
業
人
養
成
と
研
究

者
養
成
の
関
連
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

大
学
で
は
、
こ
の
両
者
の
区
別
を
し
て
こ
な

か
っ
た
。
本
来
、
教
育
実
践
か
ら
切
り
離
さ
れ

た
教
育
研
究
は
在
り
得
な
い
と
い
う
観
点
か
ら

見
る
な
ら
ば
、あ
え
て
分
け
る
必
要
は
な
い
し
、

分
け
て
は
な
ら
な
い（
柳
沢
、
２
０
１
１
）。
し

か
し
、
現
行
で
は
、
教
育
実
践
か
ら
切
り
離
さ

れ
た
教
育
研
究
が
主
で
あ
り
、
高
度
専
門
職
業

人
養
成
の
方
法
論
そ
の
も
の
が
、
大
学
に
お
け

る
教
師
教
育
学
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
な
い
現

状
を
鑑
み
る
と
、
職
業
人
養
成
の
特
徴
を
強
調

し
た
く
な
る
こ
と
も
了
解
い
た
だ
け
よ
う
。

（
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で
あ
る
。

（
引
用
）

柳
沢
昌
一　
２
０
１
１「
実
践
と
省
察
の
組
織
化
と
し

て
の
教
育
実
践
研
究
」『
教
育
学
研
究
』
第
78
巻
4
号 

４
２
３-

４
３
８ 
日
本
教
育
学
会

中
で
、
同
僚
と
の
語
り
と
傾
聴
を
通
し
て
、
よ

り
汎
用
の
あ
る
範
例
に
高
め
て
い
く
こ
と
で
職

能
成
長
を
遂
げ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
だ
か

ら
こ
そ
、
5
つ
目
と
し
て
、
同
僚
が
世
代
継
承

生
成
サ
イ
ク
ル
の
中
で
組
織
学
習
が
展
開
す
る

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
こ
よ
う
。

6
つ
目
は
、
省
察
的
実
践
を
支
え
る
様
々
な

モ
ダ
リ
テ
ィ
を
教
育
課
程
に
構
造
的
に
導
入
す

る
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
で
あ
る
。
モ
ダ
リ
テ
ィ

に
よ
っ
て
省
察
さ
れ
る
内
容
が
異
な
っ
て
く
る

か
ら
で
あ
る
。
き
わ
め
て
具
体
的
で
実
際
的
で

個
別
的
な
実
践
か
ら
、
発
達
の
よ
う
な
時
間
・

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

3
つ
目
は
、
こ
れ
ま
で
の
教
師
教
育
は
組
織

学
習
の
発
想
が
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
教
師

個
々
人
が
個
人
研
鑽
す
れ
ば
、
そ
れ
で
学
校
が

変
わ
る
と
い
う
発
想
に
は
無
理
が
あ
る
。
大
学

の
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
け
で
は
教
師
の
協
働
は
実
現

で
き
な
い
。

4
つ
目
は
、
教
師
の
熟
達
化
に
か
か
わ
っ
て

の
点
で
あ
る
。
教
師
は
大
学
で
教
育
科
学
の
法

則
を
発
見
な
い
し
は
習
得
し
、
そ
れ
を
授
業
で

適
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
熟
達
化
す
る
の
で
は

な
い
。
自
己
の
実
践
事
例
の
省
察
プ
ロ
セ
ス
の

図 14　高度専門職業人養成と研究者養成の特徴

著者Profile

松木　健一	（Matsuki,�Kenichi）　　福井大学大学院教育学研究科教授

専門：教育臨床心理学。不登校児・障がい児の支援、総合学習・生活科の授業研究、教師教育を実践研究する。福井大学

教職大学院の専攻長、日本教職大学院協会理事として教職大学院の改革に取り組む。編著書に『共同で物語る総合学習』川

島書店、2001.『すぐに役立つ特別支援教育コーディネーター入門』東京書籍、2006.『建築が学校を変える』鹿島出版会、

2009.『共に学び共に生きる②�伊那小教師の物語』監修、信州教育出版社、2012.

図 13　様々な省察を実現する多層なモダリティ構造を持つ教育課程
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No 氏　名 刊行年 題　　　目

1 安部康子・川崎恵理 2003 幼児教育における異年齢交流の実践研究
2 赤澤　孝弘 2003 スポーツライフにつながる新しい体育科授業の研究
3 田代　光一 2003 反省的実践による新しい授業デザインの研究
4 余座　正之 2003 省察的授業の時間的展望における実践コミュニティの漸成展開
5 木本　　茂 2004 子どもたちの科学的な探究を支える教師の省察的実践
6 田中　浩司 2004 学校改革と教師の実践共同体
7 森阪　康昌 2004 ものづくりの探究の展開と教師の反省的実践
8 向当　誠隆 2005 協働の実践を省察　再構成する力を培う社会科
9 牧田　秀昭 2005 探究するコミュニティへのプロセス
10 小野　直樹 2006 実践コミュニティとしての学校
11 石田　圭二 2006 ナラティブを用いた作業療法臨床実習の振り返り
12 市波　和子 2006 看護実践能力育成に関する実践研究
13 木田　　章 2006 ST養成における実習教育を振り返ることで見えてきた『実践の中

の知』
14 竹澤　　勇 2006 つながりあって育つ―物語教材を使った授業で培われる学びの探究
15 竹澤　宏保 2006 理科学習における探究活動の構成と科学的リテラシー
16 田中　秀史 2006 つながりあって育つ�―�子ども達の学び合いを意識した主体的な

学習の在り方を探る
17 平馬　　隆 2006 一私立高等学校における教育相談的対応の実践史と今後の展望
18 與河かおり 2006 臨床実習で問題を抱える学生とそれを支える教師の役割
19 板垣　英一 2007 子どもの探求的学びの成長プロセスの省察的研究
20 及川三枝子 2007 精神看護学実習における学生の成長プロセスの省察的研究
21 荻原　昭人 2007 学校改革への挑戦
22 坂田　　薫 2007 子ども・教師・保護者・地域における学びの実践研究
23 繁田　里美 2007 学生の省察を支える終末期実習改革
24 島本　幸恵 2007 授業と実習をつなげるための学びの構築
25 清水　継子 2007 個の歩みに即した実習経験の再構成
26 藤本　寛巳 2007 学びの連続性が育んだ探求心
27 斎藤　　綾 2007 省察的看護学実習と看護実践能力の育成
28 渡邉　輝美 2007 探究的な授業づくりをめざす教師の協働研究の展開と実践認識の

発展過程
29 澤本　　恵 2007 科学的リテラシー形成を目指す探究型カリキュラムの構成と実践
30 鈴木　瑞穂 2007 生活科における協働活動と実践コミュニティの発展に関する実践

研究
31 野路　拓史 2007 長期にわたる探求的な学びの実践とコミュニティの展開について

の省察的研究
32 永田　賀保 2008 知識基盤社会に必要な生きる力を培うための社会科教育のあり方
33 藤井千代美 2008 探求するコミュニティの発展過程を支える授業デザイン
34 藤下ゆり子 2008 住民主体の地域医療システムの構築
35 藤本　裕子 2008 つながり合って育つ
36 荒川　　誠 2009 学び合う学校文化の創造
37 稲津　公子 2009 人の中で生きるということ
38 宇野　泰裕 2009 学びを活用する社会科授業の創造
39 大橋　　巌 2009 学びと生活を融合する中学校を創る
40 笠川　誠二 2009 通常学級における特別支援教育の実践と省察
41 川﨑　正人 2009 協働によるカリキュラムマネジメントとそれを支える教師同士の

学び合い
42 酒井　晴美 2009 生活教育の中で育つ
43 鈴木　秀卓 2009 授業づくりを中心に据えた協働研究の組織化
44 髙橋　和代 2009「探究するコミュニティ」における実践と思考のプロセス
45 田上　博一 2009 福井県における特別支援教育のあり方について
46 高村　祐司 2009 地域開放型学校づくりを支える新しい連携へのプロセス
47 知場　克幸 2009 教員の協働の学びを柱とした研究運営
48 塚本　康一 2009 教員研修機関における研修の充実
49 林　　幸恵 2009「伝え合い�ひびき合う」関係をはぐくむ省察的実践
50 前田　良則 2009 主体的な学びの追究
51 松宮　弘明 2009 協働による授業改革を目指す
52 水持　直幸 2009「連携」から「コミュニティ」へ
53 山田　修治 2009 病弱養護学校高等部における自立活動の在り方について
54 吉村　信彦 2009 協働を生かした学習環境づくり
55 奥山　　佑 2009 コーディネーター・コミュニティの構築と実践支援
56 北嶋　慎一 2009 数学的リテラシーの形成を目指す算数・数学教育の構成と実践
57 畳谷亜由美 2009 分散型コミュニティのデザイン
58 細谷佳菜子 2009 教師の成長を支える「場」としての学校
59 坂本　里美 2009 高校家庭科教育における生徒の主体的学びに関する実践研究
60 川端　　香 2009 協同学習による学びの転換
61 鈴木　多恵 2009 言語聴覚学専攻臨床実習における段階的な目標設定から見えてき

た課題
62 青柳　宏治 2010 授業で子どもを育てる教師へ
63 東　　昌弘 2010 授業づくりを振り返る
64 長田　陽佑 2010 どの子にも楽しみを与えながら子どもの力を伸ばす教員を目指して
65 加納　佳晃 2010 子どもに寄り添う省察的実践の歩み
66 河合　啓子 2010 子どもと共に「楽しむ」授業づくり
67 木内　彩乃 2010 生徒の主体性を引き出すための支援について考える
68 黒川　清貴 2010 至民式問題解決型学習へのプロセス
69 鈴木　章史 2010 学びのはじまり
70 高山　星奈 2010 子どもの姿から授業をつくることの大切さを学ぶ
71 田村　晃紀 2010“教職大学院での学び”を求めて
72 永宮　智美 2010 お互いの思いを理解し合うコミュニケーションを土台にして子ど

もの自発的なひろがりを支える
73 藤川　洋平 2010『場』から『協働の場』への転換を求めて
74 村井　信吾 2010 今、求められる授業�教師はどうやって変わるのか
75 山口　敦央 2010 教師が目指すもの

No 氏　名 刊行年 題　　　目

76 山崎　祥子 2010 子どものコミュニケーションを支える
77 斉川　清一 2010 スーパーサイエンスハイスクール（SSH）における教員協働の実践
78 齋藤　雅宏 2010 授業づくりと教師の成長
79 佐藤　康裕 2010 同僚と共に・・・本校をよりよいものに
80 髙木　健吾 2010 学び合い、高め合う学校づくり
81 竹澤　康宏 2010 病弱養護学校の進路体制作りに関する実践
82 中野　吉人 2010 教師が学び成長する学校
83 布川　洋一 2010 一教師としての実践と省察
84 政井　英昭 2010 学校での環境調整から「自立と社会参加」へ
85 安井　豊宏 2010 つながり合って育つ子どもたちとそれを支える教師の協働
86 安本　敏浩 2010 落ち着きのある温かい学校風土を創る
87 栁原　有紀 2010「学びを拓く《探究するコミュニティ》」の実現を目指して
88 山内　康司 2010 協働コミュニティとしての理科の授業のありかたについて
89 岸本　千佳 2011 教育観を培う実践と思考のプロセス
90 北島　亜実 2011 子どもが楽しく学べる授業づくりをめざして
91 小出　哲也 2011 共に学び合えるかかわりを目指して
92 中山　侑子 2011 学ぶことが楽しい理科の授業への挑戦
93 和中　律英 2011 一人一人の子どもの学びと成長を支える授業（支援）とは
94 赤澤　達郎 2011『子どもの学び』を追究する
95 内田　達男 2011 教師間のコミュニティの活性化と「学び合い」のある授業づくり
96 大﨑　忠久 2011 特別支援教育を支える特別支援教育センター
97 勝見　浩文 2011 授業観転換のプロセス
98 川端　英郁 2011 学校における地域と連携した教育活動を双方向的につなぎ深めて

いくための協働研究について
99 北　　典子 2011「協働」を支える教師間の自律性と同僚性についての一考察
100 髙橋　彰男 2011 学校の組織化に向けた取り組み
101 髙間　祐治 2011 教師が学べ、実践できる学校づくり　至民中学校教員への道
102 滝　　民恵 2011 プロジェクトチームの活動と教師の協働
103 竹内　雅子 2011 養護教諭のアイデンティティとその形成プロセスを支える実践コ

ミュニティ
104 多田　昌弘 2011 教師が協働する校内研究に向けて
105 多田　敏明 2011 学び合う同僚性が生まれる学校文化をめざして
106 辻村　　完 2011 自ら学ぶ校内研修を探る・求める・広める
107 富田　裕之 2011 実践コミュニティ�ものづくりから得られるもの
108 西村美貴穂 2011 教員研修機関における研修・支援機能の充実
109 早川　勇治 2011 協働研究をデザインする
110 松井　昭男 2011 主体的に学ぶ子どもの育成を目指した学校づくり
111 宮腰　貴久 2011 教師主導型の授業からの転換と展開
112 名葉　浩行 2011 協働して学びを深める授業をつくる
113 水野　雅人 2011 長期実践で子どもの成長をたどる
114 森田　史生 2011「探究するプロセス」を問い直す
115 内田　真希 2012 子どもとのかかわりから教師としての自己を確立する
116 内山　里香 2012 様々な関わりを通して子どもが多様な楽しさを実感できる授業の

実現～実践の省察・参観・理論を通して「学びを楽しむ」の本質に
迫る～

117 斉川　　歩 2012 子どもの思いを受け止めて関係性を築く
118 佐々木庸介 2012「生徒が探究する授業」を構成する省察的実践の過程―「自己の重

層的省察」と「生徒・同僚・先輩との協働学習」をナラティブに捉
えて―

119 高村　　領 2012「人」を大切にする教師に�―�子どもとのかかわり方の変容について―
120 土田真衣子 2012 子どもと共に創りあげていく教育観・授業観―学びのつながりに

目を向けた二年間―
121 法山　裕子 2012 子どもの力を引き出すことのできる教師を目指して―自己の思考

の変容と子どもの成長過程をふまえて―
122 林　　克磨 2012「活躍できる授業」が高める学習意欲�―「楽しい授業」を目指し続

ける自己の変容―
123 森﨑　岳洋 2012 生徒の学びと教師の学びとの相互作用で創る授業―授業観の変容

過程を通して―
124 伊東　直子 2012 中学年の授業づくり
125 見﨑　洋之 2012 教師と生徒が主体的に参画する学校づくり―つながりあって育つ

学校～社会参画型学力の育成～―
126 竹林　史惠 2012「中堅」から見た、これからのリーダー像
127 金鑄　善朗 2012 至民中学校の足跡―新しい中学校教育への挑戦―
128 宇野　秀夫 2012 地域との協働、連携でつくる
129 宮澤　啓子 2012 連携による特別支援教育―家庭・地域・小学校・専門機関・職員

間の連携を通して―
130 渡邉　朋重 2012 教科を越えた教職員の協働による研究体制の構築―丸岡南中学校

研究主任としての３年間を振り返って―
131 坂下　博行 2012 教師が学び合い成長する学校をめざして
132 川畑　成央 2012 授業研究を考える―実践者として、コーディネーターとして―
133 森北　良嗣 2012 一人ひとりの学びを協働で生み出す―コーディネーター（研究主

任・学級担任）として―
134 松見　浩司 2012 伝え合い、学び合う学校づくり
135 冨澤　宏二 2012 スーパーサイエンスハイスクール（SSH）における協働的活動の取組
136 島田　一博 2012 大学院での２年間の学びとこれからの自分―すべての出会いを伸

長の糧とし、これからも素敵な出会いを求め続けていきたい―
137 戸田　典子 2012「互いに高め合う教師集団」をめざして―病弱特別支援学校におけ

る児童への支援と同僚教師への支援を中心に―
138 久島　　晋 2012 生徒からの学びを基軸に据えた新たな生徒指導の種をまく―生徒

指導の視点から、教員の意識改革を図る―
139 西尾　幸代 2012 園や学校を支える福井県特別支援教育センタ―の役割を協働で再

考する－実践コミュニティを支えるコーディネートの役割―
140 川合　浩介 2012 生徒の主体性を育てる授業を目指して―高等学校での授業研究を

基盤として生徒に授業で学ぶことの価値を再認識させる―
141 浅野　尚美 2012 子どもの学びとそれを支える教師の協働

福井大学教職大学院 学校改革実践研究報告 目録
�刊行年月は各年の３月
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こ
の
度
、
日
本
教
育
経
営
学
会
は
、
大
脇
康

弘
氏（
大
阪
教
育
大
学
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
長
）
を
代
表
と
す
る「
ス

ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
業
の
持
続

的
実
践
―
大
学
と
教
育
委
員
会
合
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
―
」
に
対
し
て
、「
日
本
教
育
経

営
学
会
実
践
研
究
賞
」を
授
与
い
た
し
ま
し
た
。

受
賞
理
由
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

本
実
践
は
、
大
学
と
教
育
委
員
会
の
協
働
関

係
の
も
と
、
理
論
と
実
践
の
往
還
に
よ
る
ス

ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
を
展
開
し
て
い
る
事
例

で
あ
り
、
今
後
に
お
け
る
大
学
と
教
育
委
員
会

の
連
携
に
基
づ
く
研
修
や
教
育
の
高
度
化
の
あ

り
方
に
関
し
て
も
貴
重
な
示
唆
を
与
え
る
取
組

み
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
に
も
ユ
ニ
ー

ク
で
独
創
性
が
高
い
実
践
で
あ
り
、
日
本
教
育

経
営
学
会
の
実
践
研
究
賞
に
値
す
る
も
の
と
判

断
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
点
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

1	

実
践
の
組
織
性

本
実
践
は
、
大
学
、
教
育
委
員
会
、
学
校
の

連
携
を
組
織
化
し
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
り
、
多
様
な
立
場
の
関
係
者
が
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
集
い
、
学
校
教
育
や
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー

の
あ
り
方
を
と
も
に
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
体

制
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
組
織
体
制
が
、
学
校
づ
く
り
を
支
援
し
、

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
質
の
高
い

フ
ォ
ー
ラ
ム
事
業
を
可
能
に
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

2	

実
践
の
継
続
的
・
発
展
的
取
組
み

本
実
践
は
２
０
０
３
年
3
月
の
第
1
回

フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
す
で
に
9
年
間（
前
身
と
な

る
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
研
究
会
か
ら
は
11
年
）、

の
べ
11
回
の
開
催
を
し
て
き
て
お
り
、
長
期
間

に
わ
た
っ
て
継
続
し
、
内
容
的
に
も
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
に
必
要
と
さ
れ
る
資
質
・
力
量
が
幅

広
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
実
践
で
あ
る
こ
と

で
す
。
第
7
回
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
導
入
、
5

校
の
4
年
間
に
わ
た
る
学
校
革
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
総
括
し
た
第
8
回
、
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
を

導
入
し
た
第
10
回
な
ど
、
進
取
の
精
神
に
満
ち

溢
れ
、
絶
え
間
な
い「
学
び
の
場
」（
フ
ォ
ー
ラ

ム
）
の
発
展
的
創
造
的
取
組
み
は
高
く
評
価
で

き
ま
す
。

3		

理
論	

ー	

実
践
の	

交
流
な
い
し
往
還
の
実
現

本
実
践
は
、「
理
論
知
と
実
践
知
の
交
流
・

対
話
・
統
一
」
と
い
う
考
え
方
を
ベ
ー
ス
に
し

て
、「
実
践
科
学
と
し
て
の
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー

学
」
を
構
築
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま

す
。
刊
行
物
を
通
覧
す
る
と
、
学
校
経
営
等
に

関
す
る
今
日
的
課
題
あ
る
い
は
ス
ク
ー
ル
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
あ
り
方
に
関
す
る
テ
ー
マ
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
大
学
研
究
者
か
ら
の
講

義
な
い
し
話
題
提
供
、
学
校
の
実
践
事
例
、
教

育
委
員
会
関
係
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
等
が
交
流

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
実
践
を
通
し
て
、
理
論
と
実
践
の
往
還
を
実

現
し
な
が
ら
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
が
進
展

し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、「
校
長
の
専

門
職
基
準
」
を
扱
っ
た
第
11
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
よ
う
に
、
日
本
教
育
経
営
学
会
を
は
じ
め
国

内
外
の
理
論
と
実
践
の
最
前
線
と
切
り
結
ん
で

展
開
さ
れ
て
お
り
、
教
育
研
究
者
と
学
校
教
職

員
と
政
策
担
当
者
が
繋
が
る
な
か
で
、
よ
り
高

い
質
の
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
挑
戦
し
続
け
て
い
る
こ
と
は
特
筆
に
価
す
る

も
の
で
す
。

4	

援
用
可
能
性

大
阪（
大
阪
府
教
育
委
員
会
、
大
阪
市
教
育

委
員
会
、
大
阪
教
育
大
学
）
で
展
開
さ
れ
て
い

る
こ
の
取
組
み
は
、
他
の
自
治
体
と
大
学
間
で

も
導
入
可
能
で
あ
り
、
援
用
可
能
性
の
高
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

公
表
さ
れ
た
刊
行
物
に
は
、
一
定
の
理
論
的

な
背
景
を
ふ
ま
え
な
が
ら（
例
え
ば
学
校
評
価

な
ど
）、
学
校
に
お
け
る
実
践
事
例
が
具
体
的

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
事
例
は
、

お
そ
ら
く
本
実
践
以
外
に
お
い
て
も
、
教
職
大

学
院
等
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
に

も
活
用
で
き
る
可
能
性
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。以

上
、受
賞
理
由
を
詳
し
く
示
し
ま
し
た
が
、

今
後
と
も
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
事
業
が
質
の
高
い
実
践
を
続
け
、
わ
が
国
の

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
の
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

日
本
教
育
経
営
学
会「
実
践
研
究
賞
」の
受
賞
理
由
に
つ
い
て

	

日
本
教
育
経
営
学
会
会
長
・
前
実
践
推
進
委
員
長　
牛
渡　
淳
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1		

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
概
要

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｓ
Ｌ

Ｆ
）は
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト（
学
校
支
援
）と

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
と
す
る
事

業
で
あ
る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
が
学
校
づ
く
り
の
課
題
に
即
し
て
自

校
の
実
践
を
持
ち
寄
り
研
究
協
議
し
、
学
校
づ

く
り
の
理
論
・
政
策
・
実
践
を
総
合
的
に
検
討

す
る
こ
と
を
重
視
し
て
き
た
。
ま
た
、
ス
ク
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
に
つ
い
て
研
究
協
議
し
、
実

践
的
に
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
総
じ
て
、ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の「
学

び
の
場
」（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）を
創
り
出
す
こ
と
を

め
ざ
し
て
き
た
と
い
え
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
２
０
０
２
年
度
に
第
１
回
が

ス
タ
ー
ト
し
、
毎
年
度
１
回（
２
０
０
３
年
度

は
２
回
）
の
ペ
ー
ス
で
継
続
的
に
開
催
さ
れ
て

き
た
。
第
１
回
～
第
11
回
の
概
要
は
、「
ス
ク
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
歩
み
」「
ス
ク
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｓ
Ｌ
Ｐ
）
研

究
報
告
書
一
覧
」（
基
本
資
料
Ａ
10-

11
頁
）の

通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
総
括
表
に
し
た
も
の

が
表
１
で
あ
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
事
業
は
、「
大
学
と
教
育
委
員

会
の
連
携
協
力
協
定
書
」（
２
０
０
２
年
）に
基

づ
い
て
、大
阪
教
育
大
学
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｓ
Ｌ
Ｐ
）
が
大
阪
府
教
育
委

員
会
お
よ
び
大
阪
市
教
育
委
員
会（
２
０
０
９

年
度
以
降
参
画
）
と
連
携
協
力
し
て
、
合
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
な

お
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

大
阪
教
育
大
学
の
学
内
横
断
組
織（
代
表
は
長

尾
彰
夫
現
学
長
、
委
員
長
は
大
脇
康
弘
）
で
、

２
０
０
２
年
度
の
正
式
発
足
か
ら
今
日
ま
で

教
育
委
員
会
お
よ
び
学
校
と
連
携
協
力
し
な
が

ら
、
学
校
と
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
多
種
多
様
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

2		

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
独
自
性
と
有
効
性

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
理
念

は
発
足
時
か
ら
現
在
ま
で
一
貫
し
て
い
る
が
、

次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

①		

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の「
学
び
の
場
」を
創
る

②		

学
校
づ
く
り
を
専
門
的
立
場
か
ら
支
援
す
る

③		

学
校
づ
く
り
の
理
論
・
政
策
・
実
践
を
総

合
的
に
検
討
す
る

④		

実
践
者
・
政
策
担
当
者
・
研
究
者
が
現
実

に
即
し
て
研
究
交
流
す
る

⑤		

大
学
・
学
校
・
教
育
委
員
会
が
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
１
日
ま
た
は
半
日
の
大
会

で
、
通
常
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
に
開
催
さ

れ
る
が
、
単
発
の
行
事
と
い
う
よ
り
、
年
間

を
通
じ
て
連
携
協
力
の
取
り
組
み
を
重
ね
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
準
備
の
た
め
に
企
画
会
議
や
意

思
疎
通
の
た
め
の
連
絡
調
整
は
ほ
ぼ
年
間
を
通

日
本
教
育
経
営
学
会「
実
践
研
究
賞
」受
賞

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
業
の
持
続
的
実
践

	

―
大
学
と
教
育
委
員
会
合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
―

表１　スクールリーダー・フォーラムの概要	 単位は人、報告書のみページ
回 フォーラムのテーマ 基調講演者 シンポ 分科会 参加者 報告書 開催年月日
１ 学校教育自己診断を実践する 木岡一明 3 7 112 105 2003.� 3.��1
２ 学校を開く・学校を診断する 成山治彦 3 14 156 140 2003.11.29
３ スクールリーダー養成の必要性と可能性 小島弘道 4 ― 101 160 2004.� 3.27

４ 授業評価の理論・政策・実践 森田英嗣
大木愛一 ― 6 21 132 2005.� 2.19

５ リーダー層教員の力量形成 木原俊行 4 ― 121 116 2005.11.26

６ スクールリーダーの学習拠点づくり 大野裕己
中島智子 2 5 31 160 2006.11.26

７ 学校課題への挑戦 福永光伸 4 21 192 115 2008.� 1.30
８ 学校の自己革新と支援体制 大脇康弘 3 15 27 96 2009.� 2.28
9 豊かな学校評価を求めて 天笠　茂 5 8 135 108 2009.11.29

10 スクールリーダーの実践力育成 竹内伸一
佐野享子 4 （WS） 82 130 2010.11.27

11 次世代スクールリーダーの育成 元兼正浩 4 （WS） 92 108 2011.11.19

12 スクールリーダーの学びの場 寺岡英男
大脇康弘 （3） （12） （50） （120） 2012.11.24

� （注）WSはワークショップの略
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3		

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム	

の
社
会
的
意
義

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
多
様

な
テ
ー
マ
・
形
態
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
が
、

次
の
よ
う
な
共
通
点
が
見
出
せ
る（
基
本
資
料

Ａ
7-

8
頁
）。

第
一
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
三
者
の「
つ
な
が

る
場
」と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
。

①		

教
育
研
究
者
・
学
校
教
職
員
・
政
策
担
当

者
の
連
携

②		

大
学
・
学
校
・
教
育
委
員
会
の
組
織
間
連

携第
二
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
は「
創
発
の
場
」
と

し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
。

①		

学
校
づ
く
り
お
よ
び
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー

育
成
の
理
論
・
政
策
・
実
践
の
関
係
づ
け

②		

理
論
知
と
実
践
知
の
交
流
・
対
話
・
統
一

第
三
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
理
念
が
確
か
に
具

体
化
さ
れ
実
現
さ
れ
て
き
た
。

①		

独
自
性
・
持
続
性
・
挑
戦
性

②		

学
校
支
援
と
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
へ

の
貢
献

こ
の
よ
う
に
、ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー・フ
ォ
ー

ラ
ム
は
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の「
学
び
の
場
」

と
し
て
創
出
さ
れ
、「
創
発
の
場
」と
な
り
、「
大

阪
型
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
し
て
独
自
な
発
展
を
遂

げ
て
き
た
。

受
賞
対
象
者
は
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・

理
念
は
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
が
、
各
回
ご
と

に
教
育
施
策
の
展
開
、学
校
現
場
の
実
施
状
況
、

大
学
と
教
育
委
員
会
の
組
織
体
制
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
て
テ
ー
マ
・
内
容
・
方
法
・
形
態

を
柔
軟
に
固
め
て
い
き
、
実
施
し
て
き
た
と
い

う
の
が
実
情
で
あ
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
特
徴
の
第
一
は
、
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
と
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的

と
し
て
、
多
様
な
テ
ー
マ
・
形
態
・
規
模
で
企

画
運
営
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
大

阪
教
育
大
学
と
大
阪
府
教
育
委
員
会
お
よ
び
大

阪
市
教
育
委
員
会
が
10
年
間
に
わ
た
っ
て
持
続

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
連
携
事
業
で
あ
る
。
大

学
と
教
育
委
員
会
の
四
段
階
連
携
論
に
よ
れ

ば
、「
レ
ベ
ル
４：組
織
的
協
働
」と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
、
そ
の
質
的
向
上
を
探
求
し
て
き
た（
詳

し
く
基
本
資
料
Ｂ
6-

7
頁
）。
第
三
に
、
大

阪
の
学
校
づ
く
り
を
担
う
教
職
員
・
政
策
担
当

者
・
教
育
研
究
者
を
核
に
、
広
く
全
国
の
研
究

者
の
協
力
を
得
て
取
り
組
ん
だ
事
業
で
あ
る
。

講
演
者
・
報
告
者
は
１
３
１
名
で
、
参
加
者
は

延
べ
1
，０
７
０
名
で
あ
る
。
作
成
し
配
布
し

た
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
書
11
冊
は
、
総
ペ
ー
ジ
数 

１
，３
７
０
頁
で
１
０
，０
０
０
部
を
超
え
て
い

る
。
特
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
書
は
発
表
内
容

だ
け
で
な
く
、
テ
ー
マ
に
関
す
る
論
稿
を
編
集

し
テ
ー
マ
に
関
す
る
良
質
の
報
告
書
と
な
る
よ

う
編
集
し
て
き
た
。

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
形
態

別
に
類
型
化
す
る
と
、「
公
開
協
議
型
」「
参
加

者
報
告
協
議
型
」「
セ
ミ
ナ
ー
展
開
型
」の
三
種

に
な
る
。

「
公
開
協
議
型
」
は
基
調
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
と
分
科
会
を
組
み
合
わ
せ
る
も
の
で
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
基
本
型
で
あ
る
。
そ
の
変
型
と

し
て
分
科
会
を
設
け
な
い
こ
と
も
あ
る
。
参
加

者
数
１
０
０
人
を
標
準
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に

は
、
第
１
回
、
第
２
回
、
第
７
回
、
第
９
回
、

第
11
回
、
そ
し
て
変
型
と
し
て
第
３
回
、
第
５

回
が
該
当
す
る
。

「
参
加
者
報
告
協
議
型
」は
参
加
者
の
ほ
と
ん

ど
が
順
次
報
告
し
全
員
で
協
議
す
る
も
の
で
、

参
加
者
が
じ
っ
く
り
討
議
し「
知
識
創
造
」
す

る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
形
態
で
あ
る
。
参
加
者
数

は
30
人
を
目
安
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
第
４

回
、
第
６
回
、
第
８
回
が
該
当
す
る
。

「
セ
ミ
ナ
ー
展
開
型
」は
数
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
生
か
し
て
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
第

10
回
が
該
当
す
る
。
な
お
、
第
７
回
、
第
８
回

は
大
阪
府
教
育
委
員
会
の
主
催
事
業
に
組
織
間

連
携
し
て
３
～
４
年
間
に
わ
た
る
活
動
を
行

い
、
そ
れ
を
集
約
す
る
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

な
っ
た
の
で
、
こ
の「
セ
ミ
ナ
ー
展
開
型
」
に

含
め
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
形
態
別
に
類
型

化
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
の
内
実
は
極
め

て
多
様
で
あ
る
。
企
画
運
営
者
か
ら
み
れ
ば
、

し
て
行
わ
れ
る（
資
料
Ｃ-

第
11
回
92-

94
頁

参
照
）。
事
例
報
告
校
に
対
し
て
は
大
学
教
員

や
指
導
主
事
が
学
校
訪
問
を
し
、
必
要
に
応
じ

て
連
絡
調
整
、
意
見
交
換
、
助
言
指
導
が
複
数

回
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
者

は
事
前
に
完
成
論
稿
を
提
出
し
そ
れ
を
編
集
し

た「
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
書
」
が
大
会
当
日
に
参

加
者
に
配
付
さ
れ
、
研
究
協
議
が
行
わ
れ
る
。

こ
の「
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
書
」
は
毎
回
平
均 

１
，２
０
０
冊
発
行
さ
れ
、
関
係
教
育
委
員
会

を
通
し
て
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
、（
特
別
）

支
援
学
校
な
ど
に
配
布
さ
れ
て
、
教
職
員
が
参

照
す
る
こ
と
を
促
し
て
き
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
学
校
教
職
員
・
教
育
政

策
担
当
者
・
教
育
研
究
者
の
三
者
が「
同
じ
土

俵
」
に
上
が
り
、
学
校
づ
く
り
お
よ
び
ス
ク
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
の
理
論
・
政
策
・
実
践
を
総

合
的
か
つ
多
元
的
に
研
究
協
議
し
て
き
た
。
特

に
、
複
数
の
事
例
校
か
ら
学
校
づ
く
り
の
実
践

を
報
告
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
実
践

方
策
だ
け
で
な
く
政
策
分
析
や
理
論
的
視
野
か

ら
研
究
協
議
し
て
き
た
。
こ
れ
を
通
し
て
、
報

告
者
は
も
ち
ろ
ん
参
加
者
は
気
づ
き
と
発
見
、

刺
激
と
元
気
を
得
て
き
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
関

係
者
が
実
践
の
手
が
か
り
を
得
る
と
共
に
、
そ

の
成
果
を
教
育
研
究
や
教
育
政
策
に
反
映
さ
せ

る「
し
か
け
」を
組
み
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
大
学
・
学
校
・
教
育
委
員
会
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
支
え
ら
れ
て
は
じ
め
て
具
体
化

し
た
の
で
あ
る
。
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フ
ォ
ー
ラ
ム
の
委
員
長
・
事
務
局
長
と
し
て

第
１
回
か
ら
第
11
回
ま
で
事
務
局
を
担
い
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
事
業
を
推
進
し
て
き
た
。こ
の
間
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
画
運
営
と
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
大
阪
教
育
大
学
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
、

大
阪
市
教
育
委
員
会
の
合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

関
係
者
を
は
じ
め
、
学
校
教
職
員
、
大
学
教

職
員
、
教
育
研
究
者
か
ら
多
大
な
ご
協
力
と
ご

支
援
を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
に
支
え
ら
れ
て
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
10
年
間
絶
え
ざ
る
挑
戦
を
重

ね
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

 

（
文
責
）大
脇　
康
弘

◆フォーラムの理念 ◆フォーラムの概要

1�スクールリーダーの「学びの場」

2�学校づくりの専門的支援

3�学校づくりの理論・政策・実践の検討

4�実践者・政策担当者・研究者の研究交流

5�大学・学校・教育委員会のコラボレーション

1�10 年間で 11回のフォーラム開催

2�講演・報告者 131名、参加者 1,070 名

3��報告書 11冊、総頁数 1,370 頁、�
10,000 部以上配布

4��大阪教育大学と大阪府・大阪市教育委員会の
共同実施

＜基本資料＞

Ａ．大脇康弘「スクールリーダー・フォーラムの理念
と軌跡」『スクールリーダー・フォーラムの挑戦―大
学・学校・教育委員会のコラボレーション』スクール
リーダー・フォーラム事務局、2011年、1-11 頁

Ｂ．大脇康弘「スクールリーダー・プロジェクトの展
開―大学と教育委員会のパートナーシップの視点か
ら」『スクールリーダー・プロジェクトの展開―大学
と教育委員会のパートナーシップ』大阪教育大学ス
クールリーダー・プロジェクト、2010年、1-8 頁、

Ｃ．スクールリーダー・フォーラム報告書、第７回～
第 11回、2007～ 2011 年度、スクールリーダー・
フォーラム事務局編、大阪教育大学・大阪府教育委
員会・大阪市教育委員会合同プロジェクト（大阪市は
2009年から参加）

第７回『学校課題への挑戦―経営革新プロジェクト
の取り組み』2008.3.�第８回『学校の自己革新と支援
体制―学校革新プロジェクト 2008』2009.2.�第９
回『豊かな学校評価を求めて―自己評価と学校関係者

評価』2009.11.�第 10 回『スクールリーダーの実践
力育成―ケースメソッド学習入門』2011.3.�第 11 回
『次世代スクールリーダーの育成』2011.11.

＜参考資料＞

Ｄ．スクールリーダー・フォーラム報告書、第１回～
第６回、2002 ～ 2006 年度、スクールリーダー・
フォーラム事務局編、大阪教育大学・大阪府教育委
員会合同プロジェクト

第１回『学校教育自己診断を実践する―学校を開く
試み』2003.3.�第２回『学校を開く、学校を診断す
る―学校協議会と学校教育自己診断を連関させて』
2003.11.�第３回『スクールリーダー養成の必要性と
可能性―専門職大学院づくりを軸に』2004.3.�第４
回『授業評価の理論・政策・実践―授業改革のため
に』2005.2.�第５回『リーダー層教員の力量形成―量
的確保と質的向上』2005.11.�第６回『スクールリー
ダーの学習拠点づくり―大学と教育委員会のコラボ
レーション』2007.2.

受賞対象論文
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■第１回「学校教育自己診断を実践する	―学校を開く試み」
� （2003.3.1、参加者 112名、報告書 105頁）
◎��基調講演：木岡一明（国立教育政策研究所）
◇��シンポジウム：善野八千子（大阪府教育センター）、易壽也（大阪府立松原高校）、
大脇康弘（大阪教育大学）

□��分科会報告者　小学校部会：箕面市立西小学校（田中直樹）、堺市立土師小学
校（鰺坂農子）、中学校部会：豊中市立第一中学校（大友庸好）、高槻市立川西
中学校（浦岸英雄）、高校部会：大阪府立鳳高校（清広志）、大阪府立吹田東高
校（中村光男・浅川又一）

・� �総合司会：米川英樹、シンポ司会：長尾彰夫・山崎彰、分科会司会：（小）中
島智子・大野裕己、（中）橋本幸一・金子勉、（高）八尾隆・大脇康弘

■第２回「学校を開く・学校を診断する	
	 ―学校協議会と学校教育自己診断を連関させて」
� （2003.11.29、参加者 156名、報告書 140頁）
◎��基調講演：成山治彦（大阪府教育委員会教育振興室長）
・� �対論：成山治彦・長尾彰夫（大阪教育大学副学長）
◇��シンポジウム：土田邦男（大阪府立豊島高校）、赤川隆洋（箕面市教育委員会）、
菊地栄治（国立教育政策研究所）

□��分科会報告者　小学校部会：大野裕己、茨木市立安威小学校（島村唯起子）、
河内長野市立川上小学校（平野武男・和田清孝）、中学校部会：金子勉、寝屋
川市立第十中学校（中井豊）、堺市立野田中学校（福島寿啓）、高校部会：大脇
康弘、大阪府立大塚高校（田中満公子）、大阪府立泉陽高校（木村俊一・戸根
一詩）、盲・聾・養護学校部会：藤田裕司、大阪府立藤井寺養護学校（藤井雅乗）、
大阪府立佐野養護学校（岩阪文昭）

・� �総合司会：猿田茂、シンポ司会：米川英樹・八尾隆、分科会司会：（小）林龍平・
善野八千子、（中）久田敏彦・柴田芳明、（高）瀧野揚三・堀池鏡一、（盲・聾・
養）白石龍生・中島康明

■第３回「スクールリーダー養成の必要性と可能性	
	 ―専門職大学院づくりを軸に」
� （2004.3.27、参加者 101名、報告書 160頁）大塚学校経営研究会と共催
◎��基調講演：小島弘道（筑波大学教授）
◇��シンポジウム：和佐眞宏（大阪府教育委員会）、西穣司（上越教育大学）、中垣
芳隆（大阪府立北野高校）、大脇康弘（大阪教育大学）

・� �総合司会：猿田茂、シンポ司会：堀内孜・米川英樹

■第４回「授業評価の理論・政策・実践	―授業改革のために」
� （2005.2.19、参加者 21名、報告書 127頁）
◎��基調報告：森田英嗣（大阪教育大学助教授）、大木愛一（大阪教育大学助教授）
□��分科会報告者　小学校部会：池田市立伏尾台小学校（森山康浩）、大東市立四
条小学校（佐久間敦史）、中学校部会：高槻市立五領中学校（植木正巳）、茨木
市立豊川中学校（田中宏和）、高校・大学部会：大阪阪府立松原高校（坂井啓祐）、
大阪教育大学（任田康夫）→　全体会

・� �総合司会：滝澤公子、全体会司会：大脇康弘・津田仁、分科会司会：（小）田
中博之・滝澤公子、（中）久田敏彦・明石一朗、（高・大）森田英嗣・真鍋政明

■第５回「リーダー層教員の力量形成	―量的確保と質的向上」
� （2005.11.26、参加者 121名、報告書 116頁）
◎��基調講演：木原俊行（大阪市立大学大学院助教授）
◇��シンポジウム：山崎博敏（広島大学）、河村繁（大阪府立豊中高校）、西川仁志（大
阪府教育委員会）、服部憲児（大阪教育大学）

・� �総合司会：中島智子、シンポ司会：大脇康弘・尾上良宏

■第６回「スクールリーダーの学習拠点づくり		
	 ―大学と教育委員会のコラボレーション」
� （2006.11.26、参加者 31名、報告書 160頁）
◎��基調報告Ａ：大野裕己（大阪教育大学）、基調報告Ｂ：中島智子（大阪府教育
委員会）

□�セッション報告：1�服部憲児（大阪教育大学）、2�水本徳明（筑波大学）、3�大
脇康弘（大阪教育大学）、4�大竹晋吾（新潟経営大学）、5�竺沙知章（兵庫教育
大学）
◇�総括講演：島﨑英夫（大阪府教育委員会）、中留武昭（鹿児島県立大学）
・�誌上参加：曽余田浩史（広島大学）、元兼正浩（九州大学）
・�総合司会：服部憲児、司会：大脇康弘、大野裕己

■第７回「学校課題への挑戦	―経営革新プロジェクトの取り組み」
� （2008.1.30、参加者 192名、報告書 115頁）
◎��基調報告：福永光伸（大阪府教育委員会）
◇��シンポジウム：並河宏（大阪府教育委員会）、奥田喜代江（刀根山高校）、黒田
浩継（久米田高校）、大野裕己（大阪教育大学）

□��ポスター発表（高校を略）第１学区：池田、渋谷、東豊中、刀根山、吹田、吹田東、
山田、高槻北、第２学区：市岡、香里丘、守口東、第３学区：布施、山本、清友、
阪南、第４学区：金岡、東百舌鳥、高石、久米田、泉南、砂川（21高校）

・� �総合司会：福永光伸、シンポ司会：木原俊行

■第８回「学校の自己革新と支援体制	
	 ―学校革新プロジェクト 2008」
� （2009.2.28、参加者 27名、報告書 96頁）
◎��基調報告：大脇康弘（大阪教育大学）
□��事例校からの報告：□吹田東高校　唐澤広幸・小野満由美、水本徳明（筑波
大学）、□久米田高校　黒田浩継・吉川測雄、大脇康弘（大阪教育大学）、□
刀根山高校　加川眞一・梅景一雄、芹沢利弘（筑波大学大学院）、□布施高校
　小林幸哉・徳幸道、大野裕己（兵庫教育大学）、□市岡高校　伊藤倫隆・奥
田育秀、服部憲児（大阪大学）

◇��総括講演：中井浩一（鶏鳴学園）、水本徳明（筑波大学）、福永光伸（大阪府教
育委員会）

・� �総合司会：久郷正征、セッション司会：黒田浩継、加川眞一、小林幸哉、伊
藤倫隆、唐澤広幸、総括司会：大脇康弘

■第９回「豊かな学校評価を求めて	―自己評価と学校関係者評価」
� （2009.11.29、参加者 135名、報告書 108頁）
◎��基調講演：天笠茂（千葉大学）
◇��シンポジウム：青木栄一（国立教育政策研究所）、森田英嗣（大阪教育大学）、
小嶋信男（大阪府教育委員会）、横田隆文（大阪市教育委員会）、天笠茂（千葉
大学）

□��分科会報告者　Ａ部会　学校の自己評価　小・中学校：高槻市立北清水小学
校（溝畑東吾）、大阪市立文の里中学校（長宗進）、Ｂ部会　学校の自己評価��
高等学校：大阪府立高槻北高等学校（長井勘治）、大阪市立西高等学校（押井
泰子）、Ｃ部会　学校関係者評価　大阪市立放出小学校（平野大輔他）、岬町
立岬中学校（岡田耕治）

・�総合司会：小嶋信男、シンポ司会：向畦地昭雄、大脇康弘、分科会司会：Ａ
　松永尚子・森田英嗣、Ｂ　田中肇、臼井智美、Ｃ　赤石美保子、木原俊行

■第 10回「スクールリーダーの実践力育成	
	 ―ケースメソッド学習入門」
� （2010.11.27、参加者 82名、報告書 130頁）
◎��基調講演：佐野享子（筑波大学）、竹内伸一（慶応義塾大学）
◇��パネラー�「セミナー 2010」関係者：下川清一（大阪府立野崎高等学校）、大矢
根克典（堺市立月州中学校）、井出一志（大阪市立都島小学校）、大脇康弘（大
阪教育大学）

◇��グループワーク�「セミナー 2010」受講者：臼井智美（大阪教育大学）　
・� �総合司会：野口幸一、司会：寳田康彦、パネル司会：赤石美保子
◆��スクールリーダー・セミナー 2010�開催　7/24、8/21、10/16、11/27、
受講者 36名、講師：佐野享子、竹内伸一、大脇康弘、臼井智美

■第 11回「次世代スクールリーダーの育成」
� （2011.11.19、参加者 92名、報告書 108頁）
◎��基調講演：元兼正浩（九州大学）
◇��シンポジウム：牛渡淳（仙台白百合女子大学）、宮田逸子（大阪市立花乃井中
学校）、浅田明子（大阪府立刀根山支援学校）、大仲政憲（大阪教育大学）

◇��ケースメソッド授業　講師：大脇康弘（大阪教育大学）�小山将史・深川八郎��
参加者 24名、参観者 8名

＊��ピアノとチェロの共演：田中紘二・大木愛一（大阪教育大学）
・� �総合司会：中西正明、司会：山下克弘、シンポ司会：林龍平・田中肇
◆��スクールリーダー・セミナー 2011�8/6　参加者 14名、講師：大脇康弘（大
阪教育大学）

■第 12回「スクールリーダーの学びの場	
	 ―理論知と実践知の対話」
� （2012.11.24、参加者（50）名、報告書（120頁）
◎��基調講演：寺岡英男（福井大学）、大脇康弘（大阪教育大学）
◇��ラウンドテーブル：大阪教育大学夜間大学院生６名他、福井大学教職大学院
生６名

◇��全体報告会：小山将史（堺市立堺高校）、木原俊行（大阪教育大学）、中西正明（大
阪市教育委員会）

◇��総括講演：冨田福代（大阪教育大学）
・� �司会：湯峯郁子、仲村顕臣
◆��プレ・スクールリーダー・フォーラム�8/26　参加者 18名（福井大学 4名）、
自由研究 3、シンポジウム 3、グループワーク 16

スクールリーダー・フォーラムの歩み
� 大阪教育大学・大阪府教育委員会・大阪市教育委員会合同プロジェクト（大阪市教育委員会は第９回より参画） 
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